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っ
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な
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豊
か
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自
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か
い
人
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、
人
の
絆
を
大
切
に
す
る
ま
ち
～

大
好
き
な
学
校
に
た
く
さ
ん
のあ
り
が
と
う
を

雲
雀
丘
小
学
校
・
第
四
中
学
校
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司
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上
教
室



運動会（第四中学校）

明
治
６
年

19
年

22
年

25
年

大
正
６
年

８
年

昭
和
８
年

15
年

16
年

19
年

21
年

22
年

31
年

51
年

平
成
18
年

令
和
６
年

学
校
創
立
（
推
定
）

浜
田
簡
易
小
学
校
・
付
属
小
学

校
、
野
原
分
教
場
・
柳
ヶ
内
分

教
場
に
改
称

黒
川
簡
易
小
学
校
・
付
属
小
学
校

に
改
称

石
見
村
原
井
尋
常
高
等
小
学
校
に

改
称

石
見
村
尋
常
高
等
小
学
校
分

教
場
に
改
称

校
舎
新
築

石
見
村
原
井
尋
常
小
学
校
に
改
称

浜
田
市
原
井
尋
常
小
学
校
に
改
称

浜
田
市
立
石
見
原
井
国
民
学
校
に

改
称

浜
田
市
立
原
井
国
民
学
校
分
教
場

に
改
称

浜
田
市
立
石
見
原
井
国
民
学
校
に

改
称

浜
田
市
立
石
見
原
井
小
学
校
に

改
称

浜
田
市
立
雲
雀
丘
小
学
校
に

改
称
、
新
校
舎
（
現
在
の
校
舎
）

新
築
移
転

開
校
１
０
０
周
年
記
念
式
典

雲
雀
丘
小
学
校
開
校
五
十
周
年

記
念
事
業

閉
校
（
閉
校
時
児
童
数
57
人
）

運動会の様子※　各学校の略年表は、それぞれの学校要覧を基に抜粋して掲載しています。

昭
和
22
年

　
　
25
年

　
　
34
年

　
　
37
年

　
　
47
年

　
　平

成
４
年

令
和
６
年

浜
田
市
立
美
川
中
学
校
創
設

浜
田
市
立
第
四
中
学
校
に
改
称

職
員
室
・
特
別
教
室
完
成

屋
内
体
育
館
新
築

災
害
に
よ
り
技
術
室
・
音
楽
室

埋
没
、
プ
レ
ハ
ブ
教
室
（
２
教

室
）
新
築

特
別
教
室
棟
（
音
楽
室
・
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
室
）
新
築

閉
校
（
閉
校
時
生
徒
数
６
人
）

第四中学校

多
く
の
思
い
出
を
刻
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
は
閉
校
し

ま
す
が
、
そ
の
歴
史
は
地
域
の
皆
さ
ん
の
心
の
中
に
生
き

続
け
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
４
月
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
新
し
い
学
校
に

通
学
し
ま
す
が
、
閉
校
と
な
っ
た
学
校
の
歴
史
と
伝
統
を

受
け
継
ぎ
、
新
た
な
場
所
で
も
歴
史
と
思
い
出
を
つ
く
っ

て
い
き
ま
す
。

閉
校
式
の
日
程

○
３
月
17
日
㈰

第
四
中
学
校

○
３
月
20
日
㈷

雲
雀
丘
小
学
校

各
学
校
の
統
合
先

○
原
井
小
学
校
（
雲
雀
丘
小
学
校
）

○
第
三
中
学
校
（
第
四
中
学
校
）

問
合
せ

教
育
総
務
課
総
務
企
画
係

　
　
　
　
☎
㉕
９
７
０
０

スケッチ会

音楽祭演目発表会（雲雀丘小学校）

昭和30年代壮行式（第四中学校）

雲雀丘小学校 集合写真まち雲雀丘小学校 集合写真まち

大
好
き
な
学
校
に

　
　
た
く
さ
ん
の
あ
り
が
と
う
を

雲雀丘小学校

３
月
末
を
も
っ
て
雲
雀
丘
小
学
校
・
第
四
中
学
校
が

閉
校
し
ま
す
。

雲
雀
丘
小
学
校
は
明
治
時
代
に
、
第
四
中
学
校
は
昭

和
22
年
に
開
校
し
て
以
来
、
輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
を

築
き
、
地
域
と
と
も
に
歩
み
、
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

今
年
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
が
、
そ
の
長
い
歴
史
に
幕

を
閉
じ
ま
す
。

集合写真（雲雀丘小学校）

昭和40年代の校舎
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納
付
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な
い
と
、

地
方
税
法
な
ど
の
規
定
に
よ
り
督
促
状
を

送
付
し
ま
す
（
督
促
手
数
料
が
か
か
り
ま

す
）。
ま
た
、
納
期
限
の
翌
日
か
ら
納
付

さ
れ
る
日
数
に
応
じ
て
延
滞
金
が
か
か
り

ま
す
。

連
絡
や
相
談
が
な
く
、
納
付
が
な
い
状

態
が
続
く
と
、
官
公
庁
・
金
融
機
関
・
勤

務
先
な
ど
へ
の
財
産
調
査
、
更
に
は
自
宅

な
ど
の
捜
索
を
行
い
、
財
産
（
預
貯
金
・

給
与
・
年
金
・
生
命
保
険
・
自
動
車
な
ど
）

の
差
押
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
行
い
ま
す
。

●
市

税

入
札
へ
の
参
加
や
、
補
助
金
の
受
給
が

で
き
な
く
な
る
な
ど
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

制
限
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
国
民
健
康
保
険
料

保
険
証
の
代
わ
り
に
、
有
効
期
間
の
短

い
「
短
期
被
保
険
者
証
」
や
、
い
っ
た
ん

医
療
費
の
全
額
を
自
己
負
担
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
「
資
格
証
明
書
」
を
交
付
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

令和４年度　滞納処分の状況
財産の種類 差押件数

預貯金 351件

国税還付金 60件

生命保険 2件

給与 22件

不動産・自動車 6件

出資金 13件

その他の債権 9件

合計 463件

病
気
や
災
害
、
失
業
、
事
業
の
廃
止
な
ど
、

や
む
を
得
な
い
理
由
で
一
時
的
に
市
税
な
ど

を
納
期
内
に
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
人
は
、

納
付
の
猶
予
や
分
割
納
付
、
減
免
な
ど
が
受

け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ま
ま
放

置
せ
ず
、
市
役
所
に
来
庁
す
る
か
又
は
電
話

で
担
当
課
に
、
早
め
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

納
付
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な
い
と

滞
納
処
分
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す

納
付
に
困
っ
た
と
き
は
…

●
介
護
保
険
料

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
自
己
負
担
割

合
が
３
割
又
は
４
割
に
引
き
上
げ
ら
れ
、

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
や
施
設
利
用
時
の

食
費
・
居
住
費
の
軽
減
が
適
用
さ
れ
な
く

な
る
な
ど
、
未
納
の
期
間
に
応
じ
て
介
護

給
付
が
制
限
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
督
促
後
、
納
付
が
な
い
状
態
が

続
く
と
、
財
産
の
差
押
え
な
ど
、
法
律
に

基
づ
く
滞
納
処
分
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

問
合
せ

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護
保
険
課

☎
㉕
１
５
２
０

●
市
営
住
宅
等
使
用
料

家
賃
を
３
か
月
以
上
滞
納
す
る
と
、
住

宅
の
明
け
渡
し
を
請
求
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

問
合
せ

建
築
住
宅
課
住
宅
管
理
係

☎
㉕
９
６
３
０

●
保
育
所
保
育
料

督
促
手
数
料
を
加
算
し
て
請
求
し
ま
す
。

ま
た
、
督
促
後
、
納
付
が
な
い
状
態
が

続
く
と
、
財
産
の
差
押
え
な
ど
、
法
律
に

基
づ
く
滞
納
処
分
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

問
合
せ

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
課
保
育

所
幼
稚
園
係

☎
㉕
９
３
３
０

●
水
道
料
金

督
促
手
数
料
を
加
算
し
て
請
求
し
ま
す
。

ま
た
、
督
促
後
、
納
付
が
な
い
場
合
は
、

給
水
を
停
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ

水
道
管
理
課
料
金
係

☎
㉕
９
９
０
３

●
下
水
道
使
用
料

●
下
水
道
事
業

受
益
者
負
担
金
・
分
担
金

督
促
手
数
料
を
加
算
し
て
請
求
し
ま
す
。

ま
た
、
督
促
後
、
納
付
が
な
い
場
合
は
、

財
産
の
差
押
え
な
ど
法
律
に
基
づ
く
滞
納

処
分
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ

水
道
管
理
課
料
金
係

☎
㉕
９
９
０
３

口
座
振
替
を
申
し
込
む
と
、
指
定
し
た
口

座
か
ら
自
動
的
に
納
付
さ
れ
る
た
め
、
納
め

忘
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
納
付
の
た
び
に
市
役
所
や
金
融
機

関
の
窓
口
に
出
向
く
必
要
が
な
い
た
め
、
大

変
便
利
で
す
。

納
付
に
は
、
ぜ
ひ
口
座
振
替
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込
方
法

預
貯
金
口
座
を
持
っ
て
い
る
取

扱
金
融
機
関・ゆ
う
ち
ょ
銀
行（
郵
便
局
）

の
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※

申
込
用
紙
は
、
市
内
の
金
融
機
関
・
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）・
市
役
所
各
担

当
課
・
各
支
所
市
民
福
祉
課
の
窓
口
に
あ

り
ま
す
。

※

山
陰
合
同
銀
行
の
口
座
を
お
持
ち
の
場

合
、
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
簡
単
に
口
座
振
替
を
申

し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

申
込
み
に
必
要
な
も
の

①
預
貯
金
通
帳

②
通
帳
の
届
出
印

振
替
日

各
納
期
の
末
日

申
込
期
限

毎
月
、
月
末
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

は
20
日
）
ま
で
に
申
し
込
む
と
、
翌
月
以
降

の
納
期
分
か
ら
引
き
落
と
し
に
な
り
ま
す
。

※

令
和
６
年
度
第
１
期
分
か
ら
口
座
振
替

を
開
始
・
変
更
す
る
場
合
は
、
次
の
期
限

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

４
月
19
日
㈮

市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）・
国
民
健
康
保
険
料

５
月
20
日
㈪

問合せ
　税務課収納係　☎㉕９２４０

納め忘れはありませんか？

安
心
・
便
利
・
確
実
な

口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す

－ 市税などを滞納すると法的措置を

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
が

利
用
で
き
ま
す

市
税
な
ど
の
う
ち
【
市
県
民
税
（
普
通
徴

収
）、軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）、固
定
資
産
税
、

国
民
健
康
保
険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
、
保
育
所
保
育
料
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

負
担
金
、
水
道
料
金
、
下
水
道
使
用
料
】
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
利
用
し

た
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
で
納
付
が
で
き

ま
す
。

利
用
可
能
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

令
和
５
年
度
浜
田
市
公
売
会

を
開
催
し
ま
し
た

公
売
と
は
、
市
税
な
ど
の
滞
納
者
か
ら

差
押
え
た
財
産
を
入
札
方
式
に
よ
り
売
却

し
、
金
銭
に
換
え
滞
納
し
て
い
る
市
税
な

ど
に
充
て
る
も
の
で
す
。
浜
田
市
で
は
令

和
5
年
度
中
に
12
件
の
滞
納
者
宅
な
ど
を

捜
索
、
46
点
の
動
産
を
差
押
え
、
公
売
し

ま
し
た
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

保
険
証
の
代
わ
り
に
、
有
効
期
間
の
短

い
「
短
期
被
保
険
者
証
」
を
交
付
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ

税
務
課
収
納
係

☎
㉕
９
２
４
０

皆さんが納めている市税・保険料・使用料・負担金などは、教育、福祉、公共施設の運営や整備、
各種保険事業やサービスなどを実施し、市民全員が安心して快適な生活を送るために必要となる大切な財源です。
市では、市税などを滞納している人や事業所に対して、各担当課が文書による通知や電話催告などにより納付を　
お願いしています。
納め忘れがないか確認し、納め忘れがある場合には、早めに納付をお願いします。
市税などは、24時間365日、全国のコンビニエンスストアでも納付できますのでご利用ください。

※　差押件数は、差押時の税目ごとの差押
　延べ件数を表示

行
政
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
制
限

講じることがあります －

市税などはこちら
から見られます

水道料金・下水道
使用料はこちらか
ら見られます
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毎年、３月から４月にかけては、転入・転出・転居が多く、当日、水道の使用開始又は中止の
連絡をいただいても対応できない場合があります。
できるだけ手続を円滑に行うため、実際に水道を使用開始又は中止する日から３営業日前まで

に連絡をお願いします。受付は時間内に限りますので、忘れないよう手続きしてください。
※　市ホームページでは24時間受け付けています。
連絡先　水道管理課料金係　☎㉕９９０３
受付時間　月～金曜日（祝日を除く）　午前８時30分～午後５時15分

「くらしの情報広場」もご覧ください。
・ごみ処理場への直接搬入…Ｐ17    ・飼い犬の手続…Ｐ19　　・原付・軽自動車などの廃車手続…Ｐ20

住所変更の形態 届出の
種類 届出の時期

浜田市外から市内
に引っ越したとき 転入届 引っ越した日から14日以内

浜田市内から市外
へ引っ越すとき 転出届 新住所が決まったら速やかに

浜田市の中で引っ
越したとき 転居届 引っ越した日から14日以内

※　転入届の場合は、事前に前住所の市区町村役
場へ転出届を行ってください。

届出先 総合窓口課及び各支所市民福祉課・地域行政窓口（長
浜、周布、美川、大麻、国府、有福、杵束まちづくりセンター）

※　地域行政窓口を利用する場合は、別途、総合窓口課又は
各支所市民福祉課での手続が必要となる場合があります。

注意事項
・窓口では本人確認を行います。運転免許証など公的機関
　が発行した顔写真付きの身分証明書を持参してください。
・健康保険証・年金手帳などについては、２点での確認と
　なります。
・マイナンバーカード又は住民基本台帳カードをお持ちの
　人は必ず持参してください。

問合せ　総合窓口課住民異動係　☎㉕９４０１
　　　　各支所市民福祉課

利用できる手続・問合せ
①住民異動届（転入・転出など）、印鑑登録、
   各種証明書の交付（住民票の写しなど）、          
マイナンバーカード関係（申請・交付など）
総合窓口課 総合窓口係　☎㉕９４００

　　　　　　　住民異動係　☎㉕９４０１
②国民健康保険、後期高齢者医療、福祉医療、　　
子ども医療、国民年金の各種申請・届出
保険年金課 国保係　　　☎㉕９４１０

　　医療年金係　☎㉕９４１１
③保育所（園）入退所、児童手当、児童扶養手当、
放課後児童クラブ入退会の各種申請・届出
子ども・子育て支援課

　　　　保育所幼稚園係　　☎㉕９３３０
　　　　子ども政策係　　　☎㉕９３３１
　　　　子ども家庭相談係　☎㉕９３３１
④水道の使用開始・中止に関する手続
　　　水道管理課 料金係　☎㉕９９０３

注意事項
・各支所やまちづくりセンター地域行政窓口では実施し
ません。

・マイナンバーカード又は住基カードをお持ちください。
・マイナンバーカード又は住基カードを利用した転入な
どの届出は、なるべく平日時間内に来てください。転
出元自治体のサーバーの状況により、後日改めて来庁
が必要になる場合があります。

・窓口に来た人の本人確認を行います。運転免許証・マ
イナンバーカードなど、公的機関が発行した顔写真付
きの身分証明書を持参してください。持っていない人
は、健康保険証、年金手帳など２点での確認になります。

※　手続には、印鑑、各種手帳、口座情報などが必要な
場合があります。詳しくは、事前に各担当課までお問
い合わせください。

平日延長窓口（月～金）
３月27日㈬～３月29日㈮　午後７時まで
　４月１日㈪～４月３日㈬　午後７時まで

特別開設窓口
３月31日㈰・４月６日㈯
　午前８時30分～午後０時30分

市ホームページ
水道使用開始・
中止の手続

転入・転出・転居の手続をお忘れなく
引っ越したときは、速やかに届出をしてください

水道の使用開始・中止の手続はお早めに

平日窓口業務の延長と特別開設窓口を行います（本庁のみ）

　浜田市職員の給与などの状況は、市議会の審議を
とおして明らかにされていますが、市民の皆さんに
給与などを知ってもらうために、そのあらましを公
表します。
　なお、詳細は、３月中に市ホームページに掲載し
ますので、併せてご覧ください。

※　人件費は特別職及び会計年度任用職員の給与・報酬を含みます。
　　（令和５年１月１日住民基本台帳人口：50,681人）

154,600円

175,300円
185,200円

154,600円

（単位：円）

高校卒
初任給

大学卒
初任給

0 100,000 200,000 300,000 400,000

浜田市
国

0 100,000 200,000 300,000 400,000 500,000
（単位：円）

一般行政職　328,021円

技能労務職　372,511円 平均年齢　55.6歳

平均年齢　44.3歳

歳出額
407億379万円

人件費（14.7％）
59億6,929万円

人件費以外
347億3,450万円

職員手当
3億9,744万円

期末・勤勉手当
8億8,891万千円

給与費合計
35億4,201万円
１人あたり
644万円

給料
22億5,566万円

（令和５年４月１日一般会計予算人員：550人）

※　職員手当には
退職手当を含み
ません。

退
職
手
当

区分 浜田市 国
自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 19.6695月分 24.5869月分
同じ勤続25年 28.0395月分 33.2708月分

勤続35年 39.7575月分 47.709 月分
最高限度額 47.709 月分 47.709 月分
加算措置 定年前早期退職・早期勧奨

特例措置（２％～30％加算）
定年前早期退職特例措置
（２％～45％加算）

期
末
・
勤
勉
手
当

区分 浜田市 国
期末 勤勉 期末 勤勉

６月期 1.20月分 1.00月分

同じ
12月期 1.20月分 1.00月分
計 2.40月分 2.00月分

加算措置 有（職制上の段階・職務の級
等による加算措置５～15％）

扶
養
手
当

浜田市の内容（月額） 国
配偶者 6,500円

同じ
子 10,000円
父母など 6,500円
満16歳年度初めから満22歳年度末
までの間にある子１人につき加算 5,000円

通
勤
手
当

浜田市の内容（月額） 国
交通機関
利用者

最高支給
限度額 55,000円 同じ

自動車
使用者

２㎞～
54㎞以上 2,100円～29,500円 ２㎞～60㎞以上

の区分で2,000
円～31,600円の
範囲内で支給

自動二輪車
使用者

２㎞～
50㎞以上 1,400円～25,500円

（原動機付自転車及び自転車使用者は自動二輪車使用者と同様です）

住
居
手
当

浜田市の内容（月額） 国
借家・借間
居住者

月額12,000円を超す家賃を
支払っている人に対して
月額27,000円を限度に支給

月額16,000円を超す家賃を
支払っている人に対して
月額28,000円を限度に支給

管
理
職
手
当

浜田市の内容（月額） 国
部長級 66,400円 俸給の特別調整額

（46,300円～139,300
円）

主管課長級 54,000円
課長級 41,600円

（医師51,400円）

区　分 給料・報酬月額 期末手当
市　長 860,000円 （支給割合）
副市長 710,000円 ６月期 1.60月
教育長 630,000円 12月期 1.60月
議　長 450,000円 計 3.20月
副議長 380,000円

期末手当については、左記全区
分に対して15％の加算措置あり

委員長 365,000円
副委員長 357,500円
議　員 350,000円

（１）健康診断受診者数（令和４年度）
健康診断の種類 受診者数

（延べ人数） 健康診断の種類 受診者数
（延べ人数）

人間ドック 272 特殊
健診

指曲がり症健診 4
定期健康診断 364 ＶＤＴ作業健診 0

採用時等健康診断 20 心理的な負担の程度を把握するための検査 579
会計年度任用職員健康診断 359 Ｂ型肝炎予防接種及び血液検査 9

（２）公務災害の認定状況（令和４年度）
区　分 認定件数

公　務　災　害 8
通　勤　災　害 0

（３）職員互助会事業について（令和４年度）
会の名称 浜田市職員互助会

互助会に対する補助金などの額 3,800,867円
公費負担率（事務費などを含む） 34.5%
職員１人あたりの公費の補助金額

（事務費などを含む） 6,096円

公費充当事業 健康増進事業
文化講演助成事業

６　特別職の報酬などの状況（令和５年４月１日現在）５　職員手当の状況（令和５年４月１日現在）

２　職員給与費の状況（令和５年度一般会計当初予算）

１　人件費の状況（令和４年度普通会計決算）

３　一般行政職の初任給の状況（令和５年４月１日現在）

４　平均給料の状況（令和５年４月１日現在）

７　職員の福祉及び利益の保護の状況

問合せ　人事課給与係　☎㉕９１３１

令和５年度　浜田市職員の給与などの状況

67 広報はまだ：令和６年３月号広報はまだ：令和６年３月号



　火災が発生しやすい時季を迎え、３月１日㈮から７日㈭までの７日間、全国一斉に火災予防運動が実施されます。

問合せ　消防本部予防課予防係　☎㉒１１６７

春季全国火災予防運動 （３月１日㈮から７日㈭まで）

全国統一
防火標語

つの習慣４

つの対策６
①　火災の発生を防ぐために、ストーブやこんろなどは安全装置の付いた機器を使用する。
②　火災の早期発見のために、住宅用火災警報器を定期的に点検し、10年を目安に交換する。
③　火災の拡大を防ぐために、部屋を整理整頓し、寝具、衣類及びカーテンは防炎品を使用する。
④　火災を小さいうちに消すために、消火器などを設置し、使い方を確認しておく。
⑤　お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難方法を常に確保し、備えておく。
⑥　防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐるみの防火対策を行う。

　休日・夜間の急な子どもの病気の対処は、
島根県子ども医療電話相談（☎＃８０００）へ
　県内のどこからでもかけることができ、
小児科医師や看護師などから症状に応じた
適切な対処や受診する病院などのアドバイス
を受けることができます。

101010住宅防火　いのちを守る　　　のポイント

①　寝たばこは絶対にしない、させない
②　ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。
③　こんろを使う時は火のそばを離れない。
④　コンセントはほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。

火災　25件　救急車の出動　3,268件 （令和５年）

昨年は25件の火災が発生し、１人が負傷しました。
火災件数は、前年に比べ８件減少し、建物火災は10件
でした。
火災の原因としては、たき火、枯草・刈草焼きが13
件で全体の約52％を占めています。たき火などを行う
ときは、風の強い日は避け、消火の準備をし、その場
を離れず、終わったら必ず完全に消火しましょう。
また、火災の早期発見のため、住宅用火災警報器を
設置し、取付から10年を目途に機器の交換をお願いし
ます。
火災の原因の多くは、火を取り扱う人の不注意によ
るものです。日頃から防火を心掛け、火の取扱いには
十分注意しましょう。

救急出動件数（件） 搬送人員（人）
浜　田 2,216 2,010
金　城 303 279
旭 208 197
弥　栄 102 97
三　隅 438 403
管轄外 1 1
合　計 3,268 2,987

おやすみ前にはもう一度、
火の元を確かめましょう。
町内会で行う消火訓練などもご相談ください。

「火を消して　不安を消して　つなぐ未来」

前年と比較すると、救急出動件数は214件、搬送人
員は157人の増加となりました。
平均すると、１日に約9.0件の出動で、約8.2人が救
急車で搬送されたことになります。事故種別ごとにみ
ると、急病が2,197件と最も多く、救急出動件数の約
７割を占めています。次いで一般負傷が582件、転院
搬送が255件、交通事故が127件の順となっています。

問合せ　消防本部予防課予防係　☎㉒１１６７

火災の概況 救急車の
　出動件数

令和５年度コミュニティ助成事業②
日脚町自治会では、宝くじの普及広報を目的と
して、その受託事業収入を財源に実施している
（財）自治総合センターの令和５年度コミュニ
ティ助成事業（宝くじ助成事業）により、カラー
複合機の購入及び通信機器の整備を行いました。
今後は、整備した備品を活用して、地域コミュ
ニティの場の充実を図るとともに、地域の活動が
一層活発になるよう取り組んでいきます。

令和５年度コミュニティ助成事業①

相生２ー１町内防災会は、令和５年度コミュニ
ティ助成事業（宝くじ助成事業）により、防災倉庫、
発電機、ガソリン携行缶、コードリールなどを購
入しました。この事業は、宝くじの社会貢献広報
事業として、その受託事業収入を財源に（財）自
治総合センターが実施しています。
今後は、整備した備品を活用して、地域防災力

の向上につながるよう取り組んでいきます。

助成事業を活用し購入
したカラー複合機

助成事業を活用し整備
した通信機器

助成事業を活用し購入した
防災用資器材問合せ

　防災安全課防災安全係　☎㉕９１２２
問合せ
　地域活動支援課地域活動支援係
　☎㉕９１２２
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病気や病気の回復期にあって、集団で過ごすことができない児童を、看護師や保育士が保護者に代わり
看護・保育を行う「病児・病後児保育」を実施しています。

実施場所
病児・病後児保育室「びぃびくんのおへや」

　〒697ｰ0026　浜田市田町757番地３
対象
市内に住所を有する生後８週間から小学校６年生

までの児童
※　市外在住でも、児童が市内の保育所（園）・   
小学校などに通所・通学している場合は利用でき
ます。

利用できる日時
　月～金曜日　午前８時～午後６時
休館日
土・日曜日、祝日、お盆、年末年始

利用料
１時間100円（１日最大1,000円）

　※　住民税非課税世帯の児童は無料

病児・病後児保育室
　　　　「びぃびくんのおへや」

幼児通級教室「にこにこ」の利用幼児を募集します

幼児の個別の発達課題の改善及び克服を図ることを目的とし、市内の保育所（園）、認定こども園、幼稚園
に在籍しながら通うことができます。なお、家庭で保育されている幼児も利用可能です。

実施場所
幼児通級教室 　「にこにこ」（浜田市立浜田幼稚園内）

　〒697-0062　浜田市熱田町820番地１
対象幼児
　市内に住所を有し、発達に個別の課題がみられる満３
歳から小学校就学前の幼児
　・気持ちの切り替えがむずかしそう
　・言葉が少なかったり、会話が続かなかったりする
　・みんなと遊ばずに一人で遊ぶことが多い　など
内容
　週１回60分程度、保護者と一緒に通いながら、主に遊
びを中心とした個別支援を行います。また、相談・支援
も行っていますので、お気軽にご相談ください。

初回接種を終えた生後６か月以上の人を対象に行っている追加接種は令和５年度末までです。接種協力医療
機関も少なくなっていますので、接種を希望する人は３月15日㈮までに予約してください。

予約先
・12歳以上　直接医療機関に予約
・11歳以下　市のワクチンコールセンター☎㉕９２５０   
に予約（WEBでの予約は終了しました）
※　浜田市に転入後一度も接種をしていない人は接種券
発行の申請が必要です。

問合せ　新型コロナウイルスワクチン対策室　☎㉕９１０６

コンビニのキオスク端末と接種証明書アプリでの接種証明書の発行サービスが、今年度末で停止されます。接種
証明アプリを利用して、令和６年３月31日㈰までにアプリ上の機能である「この証明書を画像として保存」をする
ことで、現在の接種証明書を保存しておくことができます。
※　アプリのインストールも今年度末までとなっています。
※　市で発行している紙での接種証明書は令和６年度も継続します。

新型コロナワクチン接種証明書のコンビニ及び
アプリでの発行サービスが停止されます

接種医療機関や接種について詳しいことは市ホームページをご覧いただくか、電話でお問
い合わせください。
https://www.city.hamada.shimane.jp/www/genre/1622786565255/index.html

市ホームページ
はこちらからも
入れます

～接種を希望する人は早めの予約を！～

市ホームページは
こちらからも入れます

個人宅や、地域団体などの会場に市職員が出向き、マイナンバーカードの申請をお手伝いします。

問合せ　総合窓口課総合窓口係　☎㉕９４００

期限　３月30日㈯まで（市内医療機関での最終日）　
回数 追加接種では一人１回
※　令和５年９月20日以降に１回接種で終了です。

新型コロナワクチン接種の無料期間は

対象
浜田市に住民登録があり、初めて申請する人
必要書類
　・本人確認書類（免許証・保険証など）
　・通知カード又は個人番号通知書（持っている人）
　・住民基本台帳カード（持っている人）
※　詳しくは電話でお問い合わせください。
出張日時
平日：午前９時30分､ 午後１時30分、午後３時30分
申込み
　総合窓口課に電話で申し込んでください。

利用料　無料
定　員　20人
利用方法
まずは幼児通級教室「にこにこ」又は在籍園にご相

談ください。
※　利用方法の詳細は、市ホームページをご覧くださ
い。

利用までの手続
年度ごとに事前登録が必要です。
登録申込書に必要事項を記入の上、本庁子ども・子育て

支援課又は病児・病後児保育室「びぃびくんのおへや」へ
提出してください。
　※　登録申込書は市ホームページからもダウンロードで
　きます。

市ホームページは
こちらからも入れます

利用方法
　①病児・病後児保育室「びぃびくんのおへや」へ電話で
　　利用予約をする。
　②かかりつけの病院で診療情報提供書を書いてもらう。
　③利用許可申請書と診療情報提供書を病児・病後児保育
　　室「びぃびくんのおへや」へ提出する。

　　　マイナンバーカードの
　　　　　　出張申請サポートを実施しています

今年度末までです

問合せ
・幼児通級教室「にこにこ」
　☎㉕６２２１
・子ども・子育て支援課保育所幼稚園係
　☎㉕９３３０

問合せ　登録に関すること
　　　・子ども・子育て支援課保育所幼稚園係
　　　　☎㉕９３３０
　　　・各支所市民福祉課

予約・利用に関すること
・病児・病後児保育室
　「びぃびくんのおへや」
　☎㉕１１２２

1011 広報はまだ：令和６年３月号広報はまだ：令和６年３月号



名簿活用の流れ

①要介護認定３～５を受けている人
②身体障害者手帳１・２級の交付を受けている人
③療育手帳Ａの交付を受けている人
④精神障害者保健福祉手帳１・２級の交付を受けている人
⑤浜田市災害時要援護者支援制度に登録済みの人
※　介護施設や障がい者施設、病院・医院などに入所・
入院中の人は除きます。

※　対象者以外でも、支援が必要な人は名簿に掲載でき
ます。希望する人は、お問い合わせください。

新たに避難行動要支援者名簿に登録した人などへ、
市から避難支援等関係者に情報を提供することについ
て、文書により意思確認を行います。
文書が届いた人は、「同意する」「同意しない」の意

思表示をしていただき、返信用封筒で必ず提出してく
ださい。
※　同意いただいた場合でも、災害の種類や規模、被
災状況によっては、支援できない場合もあります。

①氏名　②年齢　③性別　④住所　⑤連絡先　など、
　避難支援などの実施に必要な情報

　情報提供に同意した人の名簿は、警察や消防のほか
避難の支援や安否確認などを行う、お住まいの地区の
次の組織（避難支援等関係者）などに提供します。
○自主防災組織
○消防団
○民生委員・児童委員
○社会福祉協議会
○地区まちづくり推進委員会・自治会・町内会など
※　地区まちづくり推進委員会・自治会・町内会など
については、市へ避難支援等関係者の届出を行って
いる団体にのみ名簿を渡します。協力いただける団
体・組織はお問い合わせください。

避難支援等関係者への情報提供に同意した人の名簿
は、災害時の避難支援活動、安否確認などのほか、平
常時からの災害の備えとして、声かけや見守り活動に
活用します。
また、各地域内の取組体制が整ったところから、対

象者の訪問調査などを行い、個別の避難支援計画の作
成に順次取り組みます。

避難行動要支援者 浜田市 避難支援等関係者
①同意書を送付

②同意書の提出

③同意した人のみ
　避難支援等関係者へ
情報提供

④平常時の見守りや災害時の安否確認、避難支援など

地域防災全般に関すること
防災安全課防災安全係　☎㉕９１２２

名簿に関すること
地域福祉課地域福祉係　☎㉕９３００

申請・問合せ

市では、高齢者や障がいのある人など、災害が起きた際に支援が必要となる人を掲載
した避難行動要支援者名簿を作成しています。
この名簿は、平常時の見守り活動や災害時における安否確認・避難支援をするために、

登録者本人の同意を得た上で地域の自主防災組織などに情報提供します。

避難行動要支援者名簿 災害時に避難が困難な人の　　
　　　　　支援に活用します

対象となる人（避難行動要支援者）

情報提供についての同意書
を提出してください

避難支援等関係者に提供する名簿情報

情報の提供先（避難支援等関係者）

情報提供した名簿の活用

　避難支援等関係者へ

戸籍の証明書
の請求が

便利になります

月３
市区町村の

　　窓口で
の

日から１

問合せ　総合窓口課総合窓口係
　　　　☎㉕９４００

戸籍証明書などの広域交付が始まります
３月１日から戸籍制度が変わり、本籍地以外の市区町村の窓口でも戸籍・除籍全部事項証明書（謄本）を請求
できます。
※　請求できるのは本人、配偶者、父母・祖父母など（直系尊属）、子・孫など（直系卑属）に限定されます。

本籍地が遠くにある人でも、最寄り
の市区町村の窓口で請求できます。

①どこでもここが
　　便利に！

取りたい戸籍の本籍地が全国各地に
あっても、１か所の市区町村の窓口で
まとめて請求できます。

②まとめてここが
　　便利に！

届書等情報内容証明書を請求できます
戸籍届出をした後、特別の事情がある場合に限り、本籍地のある市町村の窓口に届書等情報内容証明書を請求
できます。
※　請求できるのは本人・利害関係人に限定されます。

戸籍証明書等広域交付と届書等情報内容証明書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の注意点

・請求時には顔写真付きの本人確認書類の提示が必要です。
・郵送や委任状による代理人からの請求はできません。
・個人事項証明書（抄本）、附票、身分証明書等は引き続き本籍地のある市町村役場のみへの請求となります。
・コンピュータ化されていない戸籍の証明書は請求できません。
・本庁総合窓口課、各支所市民福祉課に請求できます。まちづくりセンター地域行政窓口での交付はできません。
・過去に遡っての請求は待ち時間がかなりかかることをご了承ください。来庁時間によっては翌日以降の交付と
なります。

戸籍届出時に戸
籍証明書などの
添付が不要にな
ります
婚姻届や転籍届などを本籍地

ではない市町村の窓口に届出を
する場合、提出先の市町村の職
員が戸籍システムで確認できま
すので、戸籍証明書などの添付
が原則不要となります。

戸籍（除籍）電
子証明書提供用
識別符号の請求
ができます
戸籍証明書などの代わりにオ
ンラインなどで戸籍システムに
戸籍（除籍）電子証明書提供用
識別符号を請求することができ
るようになり、各種手続におい
て戸籍証明書などの添付が不要
となる予定です。

制度の詳細は
こちらからも
見られます
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しゃべる地球儀に盛り上がる児童

餅を焼く参加者

アプリの操作を習う参加者

興味深そうに七草がゆを見つめる児童

　昨年10月に、「駅鈴で結ぶ松阪市・浜田市・隠岐の島友好の
会」の顧問である竹本博志さんから、市内小学校へしゃべる地
球儀が寄贈されました。
　石見小学校では、休み時間に地球儀が置いてある図書館に集
まり、友達同士でクイズを出し合ったり、国歌を聴いたり、自
主学習に役立てたりと様々な活用をしています。
　児童たちは、「しゃべる地球儀にびっくりした」「知らないこ
とをたくさん教えてくれる」などと笑顔で話し、楽しみながら
この地球儀を日頃の学習に役立てています。

　１月18日㈭、島根県立大学生によるアプリ教室が、坂本、今
市、丸原の３会場で開催されました。
　これは、今市地区の自治会「四つ葉振興会」が導入した、自
治会からのお知らせなどの情報共有や住民同士のコミュニケー
ションができる「地域SNS」の利用を促進するために実施した
もので、22人の参加がありました。
　参加者は、アプリの操作方法を教わり、今市の情報を入手し
たり、掲示板に書き込んだりしました。また、「災害時の安否
確認にも使えるので、ぜひ皆さんに広めたい」と話していました。

　１月14日㈰、おぐに会館前グラウンドで「とんど祭り」が行
われ、約50人が参加しました。これは、青少年健全育成事業の
一環として、小国まちづくり委員会が企画したものです。
　青空の広がる中、とんどの前でお祓いと祈願が行われ、その
後、しめ飾りや縁起物、書初めなどを燃やしました。
　参加者は、とんどで焼いた餅の入ったぜんざいや焼きみかん
を食べて、地域の恒例行事を楽しむとともに、一年の無病息災
を願いました。

　１月９日㈫、弥栄小学校で、七草がゆに関する体験授業が行
われました。これは、春の七草を食べて一年間元気で過ごせる
よう、浜田市食生活改善推進協議会弥栄支部が企画したもので
す。
　食改推進委員からの「七草を言えますか？」という質問に、児
童らは「せり・なずな・ごぎょう・はこべら・ほとけのざ・す
ずな・すずしろ」と答えていました。
　児童は、「あっさりしておいしい」「みんなで一年間健康に過
ごしたい」と笑顔で七草がゆを頬張りながら話していました。

駅鈴の縁がつないだ
～ 子どもたちとしゃべる地球儀 ～

はまだ

無病息災を願う地域の伝統行事
～ とんど祭り ～

かなぎ

地域SNSにチャレンジ
～ 島根県立大学生によるアプリ教室 ～

あさひ

地元食材の七草がゆで無病息災を願う
～ 七草がゆについて学ぶ ～

やさか

消防パレード

真剣な表情で筆を走らせる参加者

一斉放水（雲城駐在所前の浜田川）

久々の再会を喜ぶ参加者

　１月７日㈰、金城町「ふれあいジム・かなぎ」において、浜
田市消防出初め式が開催されました。式典の最初に、消防殉職
者及び令和６年能登半島地震で犠牲になられた方々に哀悼の意
を表して、黙とうが捧げられました。その後、永年勤続団員に
市長表彰・団長表彰の表彰状が授与されました。
　式典終了後、各方面隊において恒例の消防パレード及び一斉
放水が披露されました。

　１月５日㈮、新春書初め会が三保・三隅まちづくりセンター
の２か所で行われ、83人が参加しました。これは、お正月の伝
統行事に触れてもらおうと三保・三隅まちづくりセンターが毎
年開催しているものです。
　参加者は、地元の指導者にポイントを教わり、時間が許す限
り熱心に筆を走らせました。書初めの後には、地域の人が作っ
た餅や雑煮などをみんなでおいしくいただきました。参加者は、
「楽しかった。昨年よりも上手に書けた」と話していました。

　１月３日㈬、旭地域で20歳を迎えた人を対象とした「令和６
年旭の二十歳を祝う会」が和田まちづくりセンター体育館で開
催されました。これは、旭地域の地区まちづくり推進員会など
で構成された実行委員会が毎年企画しているもので、今年は18
人の参加がありました。
　参加者は、近況報告や将来の目標を発表して、二十歳の決意
を新たにし、これからの活躍を誓いました。
　会場では、地域住民や保護者など大勢の人が、二十歳の門出
を祝福し、参加者にエールを送っていました。

防火・防災を強く誓う
～ 浜田市消防出初め式 ～

全地域

今年もいい字を書くぞ！
～ 2024新春書初め会 ～

みすみ

ふるさと旭で気持ち新たに！
～ 令和６年旭の二十歳を祝う会 ～

あさひ

一斉放水（天満橋上流の三隅川）

♥Town Topics ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い ♥Town Topics♥Town Topics
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広
告
募
集
中

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

安
全
安
心

生
活
・
環
境

市
で
は
、
令
和
６
年
度
以
降
、
総

合
防
災
訓
練
を
６
月
第
一
日
曜
日
の

午
前
中
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

町
内
清
掃
な
ど
の
行
事
を
予
定
さ

れ
て
い
る
地
域
で
は
、
行
事
終
了
後

に
訓
練
に
参
加
す
る
な
ど
ご
配
慮
い

た
だ
き
、
地
域
防
災
力
の
向
上
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

訓
練
日
時

６
月
２
日
㈰

午
前
８
時
45
分
〜

総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す

会
場町

内
回
覧
な
ど
に
よ
り
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

防
災
訓
練
の
内
容

災
害
発
生
直
後
を
想
定
し
た
避
難

訓
練
な
ど

参
加
要
領

事
前
説
明
を
行
う
予
定
で
す
（
町

内
回
覧
な
ど
に
よ
り
お
知
ら
せ
し
ま

す
）。

問
合
せ

防
災
安
全
課
防
災
安
全
係

☎
㉕
９
１
２
２

ご
存
知
で
す
か

防
火
対
象
物
使
用
開
始
届

浜
田
市
火
災
予
防
条
例
に
よ
り
、

建
物（
個
人
の
住
宅
、長
屋
を
除
く
）

や
建
物
の
一
部
の
使
用
を
始
め
る
人

は
、
使
用
を
開
始
す
る
７
日
前
ま
で

に
、
防
火
対
象
物
使
用
開
始
届
出
書

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

届
出
の
目
的

建
物
の
使
用
状
況
を

把
握
し
、
防
火
管
理
や
必
要
な
消

防
用
設
備
な
ど
の
適
正
設
置
を
確

認
し
、
火
災
予
防
及
び
災
害
時
の

被
害
軽
減
を
図
る
た
め

届
出
が
必
要
な
場
合

・
建
物
を
新
築
し
た
と
き

・
建
物
を
増
改
築
し
た
と
き

・
建
物
の
使
用
目
的
や
入
店
す
る
テ

ナ
ン
ト
を
変
更
し
た
と
き

例・
事
務
所
↓
飲
食
店

・
個
人
の
住
宅
↓
介
護
福
祉
施
設

・
ビ
ル
の
テ
ナ
ン
ト
が
入
れ
替
わ
る

な
ど

※

工
事
を
行
わ
な
い
場
合
で
も
届

出
は
必
要
で
す
。
ま
た
、
新
た
に

消
防
用
設
備
な
ど
の
設
置
が
必
要

と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

計
画
段
階
で
事
前
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

届
出
者

建
物
及
び
テ
ナ
ン
ト
の
関

係
者（
所
有
者・管
理
者・占
有
者
）

※

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

☎
㉒
１
１
６
７

ごみ処理場 直接搬入できる
ごみ 受入れ時間

エコクリーンセンター
江津市波子町
☎０８５５53５０８１

燃やせるごみ
燃やせる粗大ごみ ３月24日㈰

午前９時～
午後４時30分浜田市不燃ごみ処理場

生湯町
☎㉘３１４７

燃やせないごみ
燃やせない粗大ごみ
古紙（古紙置場へ）無料

※　町内ごみステーションの収集はありません

ご
み
処
理
場
を
特
別
開
場
し

ま
す

３
月
は
引
っ
越
し
や
大
掃
除
で
、

一
時
的
に
多
量
の
ご
み
が
出
る
こ
と

が
あ
る
た
め
、
次
の
と
お
り
、
ご
み

処
理
場
を
特
別
開
場
し
ま
す
。

※

産
業
廃
棄
物
の
搬
入
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※

少
量
の
家
庭
ご
み
を
持
ち
こ
ま

れ
る
人
が
増
え
て
お
り
、
搬
入
者

の
長
時
間
待
機
、
一
般
道
の
渋
滞

な
ど
の
影
響
が
出
て
い
ま
す
。
少

量
の
家
庭
ご
み
に
つ
い
て
は
、
通

常
の
収
集
日
に
、
決
め
ら
れ
た
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問
合
せ

環
境
課
廃
棄
物
衛
生
係

☎
㉕
９
４
３
０

エコクリーン
センターの
混雑状況は
こちらから
確認できます

敬
老
福
祉
乗
車
券
の
有
効
期

限
は
３
月
31
日
ま
で
で
す

敬
老
福
祉
乗
車
券（
青
色
、緑
色
）

の
有
効
期
限
は
、
３
月
31
日
㈰
ま
で

で
す
。

期
限
を
過
ぎ
た
敬
老
福
祉
乗
車
券

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
今
一
度

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
敬
老
福
祉
乗
車
券
の
返
金

や
交
換
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
期
限

ま
で
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

地
域
活
動
支
援
課
公
共
交

通
大
学
支
援
係

☎
㉕
９
２
０
１

市長日記元気な浜田をつくります （令和６年１月）

浜田市出身オリンピック選手の三浦龍司
選手（順天堂大学）の表敬訪問を受けま
した（１月25日）

港湾都市協議会副会長と
して自由民主党港湾議

員連盟総会に出席し、副
会長あいさつ、浜田市

長としての意見発表を行
いました（１月24日）

港湾都市協議会副会長として港湾都市協議会役
員・幹事合同会議に出席し、令和６年度総会の
開催地市長として挨拶しました（１月24日）

島根県市長会会長として島根県スポーツ
協会創立100周年記念式典に出席しまし
た（１月22日）

浜田女性ネットワークから、保育所や幼
稚園、図書館などに絵本の寄贈を受けま
した（１月22日）

在広島根県人会新年会（広島市）に出席
しました（１月19日）

浜田市地球温暖化対策実行計画策定委員
会から実行計画「区域施策編」（案）の
提出を受けました（１月17日）

農林水産省でのオーガニックビレッジ全
国集会に出席し、市の有機農業の取組に
ついて事例発表を行いました（１月15日）

島根県市長会と島根県町村会共同で島根
県に対して少子化対策及び子育て支援に
係る要望活動を行いました（１月11日）

浜田市交通指導員年頭出動式を行いました（１月９日）
浜田水産物地方卸売市場の初市の式に出
席しました（１月６日）

市民新年賀会を開催し、大勢の市民の皆
さんと新年を祝いました（１月４日）

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ
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広
告
募
集
中

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

空
き
家
情
報
を
提
供
し
て
く

だ
さ
い

市
で
は
、
使
用
予
定
の
な
い
「
空

き
家
」
を
探
し
て
い
ま
す
。

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
、
空

き
家
を
有
効
活
用
し
ま
せ
ん
か
。

空
き
家
を
所
有
し
て
い
る
人
、
空

き
家
を
知
っ
て
い
る
人
か
ら
の
情
報

提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と
は
、
使

用
予
定
の
な
い
空
き
家
を
登
録
し
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
Ｕ
・
Ｉ

タ
ー
ン
希
望
者
な
ど
に
情
報
提
供

を
行
う
制
度
で
す
。

問
合
せ

定
住
関
係
人
口
推
進
課
移

住
定
住
係

☎
㉕
９
５
１
１

飼
い
犬
の
各
種
手
続
を

忘
れ
ず
に

飼
い
犬
に
は
、
狂
犬
病
予
防
法
で

定
め
ら
れ
た
様
々
な
手
続
が
あ
り
ま

す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続
し
て
く
だ

さ
い
。

犬
の
登
録

生
後
91
日
以
上
の
犬
を
飼
う
場
合

は
生
涯
１
度
の
登
録
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

飼
い
主
は
、
犬
を
飼
い
始
め
た
日

か
ら
30
日
以
内
（
生
後
90
日
以
内
の

子
犬
は
、
生
後
90
日
経
過
以
後
30
日

以
内
）
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

登
録
手
続

犬
の
登
録
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※

申
請
書
は
、
環
境
課
又
は
各
支

所
市
民
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。

登
録
申
請
先

・
環
境
課
（
東
分
庁
舎
２
階
）

・
各
支
所
市
民
福
祉
課

※

市
内
の
動
物
病
院
や
市
が
毎
年

行
う
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
の
会

場
で
も
登
録
で
き
ま
す
。

登
録
手
数
料

３
０
０
０
円

登
録
後
、「
鑑
札
」
が
交
付
さ
れ

ま
す
の
で
、
必
ず
首
輪
に
装
着
し
て

く
だ
さ
い
。

狂
犬
病
予
防
注
射

室
内
・
室
外
飼
育
に
関
係
な
く
、

生
後
91
日
以
上
の
犬
を
飼
う
場
合
は
、

毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
集
合
注
射

会
場
又
は
動
物
病
院
で
接
種
し
て
く

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
作
業
の
た
め
、
次

の
期
間
は
コ
ン
ビ
ニ
に
設
置
し
て
あ

る
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
か
ら
の
証
明
書

発
行
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

利
用
で
き
な
い
日
時

３
月
27
日
㈬

午
後
８
時
〜

　
　
　
28
日
㈭

午
前
６
時
30
分

問
合
せ

総
合
窓
口
課
総
合
窓
口
係

☎
㉕
９
４
０
０

ア
パ
ー
ト
な
ど
の
集
合
住
宅
で
、

水
道
メ
ー
タ
ー
を
2
戸
以
上
又
は
2

か
所
以
上
で
共
用
し
て
い
る
場
合
、

世
帯
数
に
よ
り
料
金
を
算
定
す
る
た

め
、
世
帯
数
の
届
出
が
必
要
で
す
。

世
帯
数
の
変
更
が
あ
る
都
度
、
電
話

で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

用
途
に
つ
い
て
は
、
検
針
時
に

お
配
り
す
る
「
水
道
使
用
水
量
・

料
金
等
お
知
ら
せ
票
」
に
記
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

問
合
せ

水
道
管
理
課
料
金
係

☎
㉕
９
９
０
３

だ
さ
い
。
市
の
集
合
注
射
日
程
に
つ

い
て
は
、
広
報
は
ま
だ
４
月
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
た
、
市
外
動
物
病
院
で
狂
犬
病

予
防
注
射
を
受
け
た
場
合
は
、
注
射

済
票
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
病
院
で

発
行
さ
れ
た
注
射
済
証
明
書
を
持
っ

て
、
環
境
課
又
は
各
支
所
市
民
福
祉

課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

注
射
済
票
交
付
手
数
料

５
５
０
円

※

接
種
時
は
注
射
代
が
別
途
必
要

そ
の
ほ
か
の
届
出

鑑
札
や
注
射
済
票
を
紛
失
・
損
傷
し

た
と
き

再
交
付
し
ま
す
の
で
、
環
境
課
又

は
各
支
所
市
民
福
祉
課
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

再
交
付
手
数
料

鑑
札　
　
　
１
６
０
０
円

注
射
済
票　
　
３
４
０
円

※

損
傷
し
た
場
合
は
、
損
傷
し
た

鑑
札
や
注
射
済
票
も
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

飼
い
主
が
変
わ
っ
た
と
き

新
し
い
飼
い
主
の
氏
名
・
住
所
・

連
絡
先
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

市
内
で
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

新
し
い
住
所
を
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

市
外
か
ら
転
入
し
た
と
き

以
前
お
住
ま
い
の
自
治
体
で
交
付

さ
れ
た
「
鑑
札
」
を
持
っ
て
、
環
境

課
又
は
各
支
所
市
民
福
祉
課
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

市
外
へ
転
出
す
る
と
き

浜
田
市
の
「
鑑
札
」
を
持
っ
て
、

転
出
先
の
自
治
体
で
手
続
し
て
く
だ

さ
い
。

犬
が
死
亡
し
た
と
き

死
亡
し
た
こ
と
を
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
登
録
情
報
を
変

更
す
る
と
き

飼
い
犬
に
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
が
装

着
さ
れ
て
い
る
場
合
、
住
所
変
更
や

飼
い
主
が
変
更
に
な
っ
た
と
き
に

は
、
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の
登
録
情
報

の
変
更
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

環
境
課
く
ら
し
と
環
境
係

☎
㉕
９
４
２
０

水
道
使
用
の
用
途
を
「
共

用
」
で
契
約
し
て
い
る
人
へ

コ
ン
ビ
ニ
で
の
証
明
書
交
付

を
一
時
休
止
し
ま
す

環 境 コラムコラム

問合せ　環境課廃棄物衛生係
　　　　☎㉕９４３０

一人ひとりができることを考え、実践しましょう！
「自然環境を守り活

い
かすまち」のために

②４つのＲ（アール）で進めるごみ減量
　４Ｒ（リフューズ：ごみになるものは断る、リデュー
ス：ごみを減らす、リユース：繰り返し使用する、リ
サイクル：再生して利用する）を積極的に取り組みま
しょう。

③廃棄物の適正な処理の推進
　廃棄物の排出者（市民や事業者など）がきちんと責
任を持ち、ごみの分別やごみ排出削減について、積極
的に取り組みましょう。

　『みんなで作る 持続可能で元気な「はまだ」』を実現するためには、浜田市に暮らす子どもから
高齢者まで全ての人がまちづくりに参画し、市民・事業者・行政が一緒になって、ごみ問題の解決
に向けた次の取組を行う必要があります。
※　「自然環境を守り活

い

かすまち」第２次浜田市総合振興計画より

iOS版Android版

「HAMADA　ごみ分別アプリ」は
こちらからダウンロードできます

①「もったいない」の精神を活
い

かしたまちづくり
　新しい資源の消費量を減らすため、再生利用が
可能な生ごみや廃食油などリサイクルを心がけ、
リサイクル商品や詰め替え商品を購入しましょう。

～ごみに関する便利な情報がたくさん！
　　　　　　よく分かる！簡単で便利！～
「HAMADAごみ分別アプリ」をぜひ
ダウンロードしてご活用ください。

可
燃
ご
み
排
出
は
で
き
る
だ
け

10
月
以
降
に
お
願
い
し
ま
す

可
燃
ご
み
焼
却
施
設
エ
コ
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、
施
設
の
延
命
化

の
た
め
大
規
模
工
事
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
期
間
中
、
長
期
間
、
焼
却

炉
を
停
止
し
て
工
事
を
行
う
た
め
、

ご
み
を
施
設
外
で
処
理
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
保
管
で
き
る
も
の
・
急

を
要
さ
な
い
ご
み（
布
団
、タ
ン
ス
、

机
、
衣
類
な
ど
）
に
つ
い
て
は
、
可

能
な
限
り
10
月
以
降
に
排
出
し
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
工
事
期
間
中
は
工
事
関
係

車
両
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
混

雑
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、
少
量
の
家

庭
ご
み
に
つ
い
て
は
、
通
常
の
収
集

日
に
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
出
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

エ
コ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
５
５
53
５
０
８
１

空き家バンク
ホームページは
こちらから入れます

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ
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健
康
・
福
祉

ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
・
家
族

へ
の
補
償
金
が
あ
り
ま
す

「
ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
家
族
補
償

法
」
に
基
づ
き
、
対
象
と
な
る
元
患

者
の
家
族
は
国
か
ら
補
償
金
の
支
給

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

請
求
期
限

11
月
21
日
㈭

請
求
方
法

厚
生
労
働
省
の
担
当
窓

口
に
直
接
相
談
し
、
請
求
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

厚
生
労
働
省

補
償
金
担
当
窓
口

宛
先

〒
１
０
０
‐
８
９
１
６

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
１
‐
２

‐
２

厚
生
労
働
省
健
康
局
補
償
金
担
当

宛
て

受
付
時
間

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

（
土
日
祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
）

問
合
せ

厚
生
労
働
省
補
償
金
担
当
窓
口

☎
０
３
‐
３
５
９
５
‐
２
２
６
２

３
月
は
自
死
対
策
強
化
月
間

で
す

自
死
は
、
失
業
、
生
活
苦
、
身
体

疾
患
、
過
労
、
介
護
疲
れ
、
育
児
疲

れ
な
ど
、
様
々
な
要
因
が
重
な
り

合
っ
た
結
果
に
追
い
込
ま
れ
た
末
の

死
で
、
誰
に
で
も
起
き
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
職
場
・
地
域
・
関
係
者

な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
で
、
生

き
る
こ
と
へ
の
支
援
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

そ
し
て
、
誰
も
が
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
（
悩
ん
で
い
る
人
に
気
づ
い
て

声
を
か
け
、
話
を
聴
き
、
必
要
な
情

報
を
伝
え
て
相
談
機
関
に
つ
な
げ
、

見
守
る
人
）
と
な
れ
る
よ
う
な
、
優

し
い
浜
田
市
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
自
死
遺
族
は
、
家
族
の
死

に
よ
る
悲
し
み
・
苦
し
み
に
加
え
て
、

周
囲
の
言
動
に
よ
り
苦
し
み
を
受
け

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
偏
見
や
差
別

を
な
く
し
、
遺
族
も
支
援
し
ま
し
ょ

う
。

24
時
間
電
話
相
談

よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
一
般
社

団
法
人
社
会
的
包
摂
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
）

☎
０
１
２
０
‐
２
７
９
‐
３
３
８

子
供
の
Ｓ
О
Ｓ
の
相
談
窓
口
（
文
部

科
学
省
）

☎
０
１
２
０
‐
０
‐
７
８
３
１
０

24
時
間
チ
ャ
ッ
ト
相
談
窓
口

特
定
非
営
利
活
動
法
人
あ
な
た
の
い

ば
し
ょ

https://talkm
e.jp

※

浜
田
市
は
、
遺
族
の
心
情
に
配

慮
を
し
て
、
法
律
の
名
称
や
統
計

用
語
以
外
で
は
「
自
殺
」
と
い
う

言
葉
を
使
用
せ
ず
、「
自
死
」
と

表
現
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ

健
康
医
療
対
策
課
健
康
づ

く
り
係

☎
㉕
９
３
１
１

24時間チャット
相談窓口は
こちらからも
入れます

３月各種がん検診の日程
・検診前の検温、体調確認のご協力をお願いします。
・マスクの着用は個人の判断となりますが、重症化リスクの高い人（高齢者、基礎疾患のある人、
妊婦）に感染を広げないために、検診時のマスク着用についてご協力をお願いします。

・年度内に同じ検診を複数回受けた場合は、２回目以降全額自己負担となります。
・各がん検診には標準的な受診間隔があります。その間隔に当てはまらない場合、受診をお断り
することがあります。

※　次の人は、乳がん検診（マンモグラフィー検査）
を受けられません。
・ペースメーカー装着者・妊娠中の人
・授乳中の人・豊胸手術実施者
・水頭症のためＶＰシャントをしている人
・乳房手術後１年以内の人・卒乳後６か月未満の人

問合せ
　　健康医療対策課健康づくり係　☎㉕９３１１

乳がん検診（要予約）
対象　40歳以上の女性で、２年に１回の受診間隔の人

【検診車で受診する場合】
申込先　島根県環境保健公社
　　　　☎０５７０- ０８５- １１１（音声案内後③）
実施日 受付時間 会　場
３月３日㈰
休日検診

  9:00～11:30 浜田市役所 13:00～15:00

税
務
・
納
税

原
動
機
付
自
転
車
・
オ
ー
ト
バ

イ
・
軽
自
動
車
な
ど
の
廃
車
・

譲
渡
手
続
は
お
済
み
で
す
か

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
、
毎

年
４
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税

し
ま
す
。

４
月
２
日
以
降
に
廃
車
・
譲
渡
な

ど
の
手
続
を
し
た
場
合
は
、
４
月
１

日
現
在
の
所
有
者
に
１
年
分
の
税
金

が
か
か
り
ま
す
。

廃
車
や
譲
渡
な
ど
で
車
両
を
手
放

す
際
は
、
次
の
場
所
で
４
月
１
日
ま

で
に
手
続
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

※

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
に
は

自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
よ
う
な

月
割
課
税
の
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

浜
田
市
ナ
ン
バ
ー
の
車
両

税
務
課
又
は
各
支
所
市
民
福
祉
課

で
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
に
必
要
な
も
の

・
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

・
車
体
番
号
の
わ
か
る
も
の

（
自
賠
責
保
険
証
明
書
な
ど
）

島
根
ナ
ン
バ
ー
の
車
両

次
の
手
続
窓
口
又
は
販
売
店
へ
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

産

業

地
域
活
性
化

島
根
県
最
低
賃
金
が
改
定
さ

れ
ま
し
た

種別 時間額 効力発生日
島根県最低賃金   904円 令和５年10月６日

特
定
最
低
賃
金

製鋼・製鋼圧延業、鉄素形材製造業 1,034円 令和５年12月２日
はん用機械器具、生産用機械器具、業務
用機械器具製造業 1,010円 令和５年12月９日

電子部品・デバイス・電子回路、電気機
械器具、情報通信機械器具製造業   929円 令和５年12月10日

自動車・同附属品製造業   970円 令和５年12月15日
百貨店、総合スーパー   905円 令和５年12月28日
自動車（新車）小売業   960円 令和５年11月29日

問
合
せ

島
根
労
働
局
賃
金
室

☎
０
８
５
２
㉛
１
１
５
８

島根ナンバーの車両の手続窓口
車種 連絡先

四輪の軽自動車
（乗用・貨物）

軽自動車検査協会島根事務所（松江市）
☎０５０－３８１６－３０８３
（コールセンター）

二輪の軽自動車
（126ｃｃ～250ｃｃ）

島根運輸支局　１階１番窓口（松江市）
☎０５０－５５４０－２０７１

二輪の小型自動車
（251ｃｃ以上）

島根運輸支局（松江市）
☎０５０－５５４０－２０７１

浜
田
応
援
団

浜
田
を
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
人

を
、
応
援
団
員
と
し
て
市
が
登
録
す

る
制
度
で
す
。

登
録
要
件

・
市
外
に
住
ん
で
い
る
人
で
、
浜
田

に
愛
着
が
あ
り
、「
て
ご（
応
援
）」

し
た
い
人

活
動
内
容
例

・
市
外
イ
ベ
ン
ト
の
ス
タ
ッ
フ

・
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
お

願
い

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
・
拡
散

な
ど

特
典

・
登
録
者
に
は
名
刺
を
無
料
で
交
付

し
ま
す
（
１
０
０
枚
）。

・
応
援
団
同
士
の
交
流
の
場
を
提
供

し
ま
す
。

・
萩
・
石
見
空
港
を
利
用
し
応
援
活

動
へ
参
加
し
た
場
合
、
運
賃
助
成

が
受
け
ら
れ
ま
す
（
往
復
６
０
０

０
円
）。

登
録
方
法

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
登
録
フ
ォ
ー

ム
」
か
ら
必
要
事
項
を
入
力
し
、
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

市
外
に
い
て
も
心
は
浜
田
と

つ
な
が
っ
て
い
て
ほ
し
い
！

春
に
浜
田
を
は
な
れ
る
皆
さ

ん
登
録
お
願
い
し
ま
す

浜っ子ＬＩＮＥ
クラブの友だち
追加はこちら
からできます

浜田応援団の
ホームページは
こちらからも
入れます

浜
っ
子
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ク
ラ
ブ

毎
月
２
、
３
回
浜
田
市
の
イ
ベ
ン

ト
情
報
な
ど
を
配
信
し
ま
す
。

配
信
内
容

・
県
外
イ
ベ
ン
ト
の
情
報

・
浜
田
の
ニ
ュ
ー
ス

・
浜
田
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
の
Ｔ
Ｖ

番
組
出
演
情
報

な
ど

使
用
方
法

①
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
㈱
が
運
営
す
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
リ
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
」
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
に

イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
ま
す
。

②
「
浜
っ
子
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ク
ラ
ブ
」
又

は
「
浜
田
市

地
域
政
策
部
」
と

検
索
し
、
友
だ
ち
に
追
加
す
る
こ

と
で
、
情
報
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

盗
難
な
ど
で
車
両
が
存
在
し
な
い

場
合警

察
署
へ
盗
難
届
を
提
出
後
、
受

理
番
号
と
提
出
日
を
控
え
、
浜
田
市

ナ
ン
バ
ー
の
車
両
は
、
税
務
課
又
は

各
支
所
市
民
福
祉
課
へ
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
島
根
ナ
ン
バ
ー
の
車
両
は
、

右
記
の
手
続
窓
口
へ
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

問
合
せ

税
務
課
税
制
係

☎
㉕
９
２
３
０

問
合
せ

定
住
関
係
人
口
推
進
課
係

☎
㉕
９
５
１
１

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ
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教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の
ご
案
内

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
ス
ポ
ー

ツ
・
文
化
活
動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
団
体
が
加
入
で
き
る
保
険
で
す
。

４
人
以
上
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
で
加

入
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
事
故

団
体
・
グ
ル
ー
プ
活
動
中
の
事

故
・
往
復
中
の
事
故

保
険
期
間

４
月
１
日
午
前
０
時
〜

令
和
7
年
３
月
31
日
午
後
12
時

※

保
険
の
詳
細
、
資
料
の
請
求
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.sportsanzen.

org※

加
入
手
続
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
み
で
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
島
根
県
支
部

☎
０
８
５
２
㉑
５
３
８
８

保
険
・
医
療

年

金

子
ど
も
医
療
費
受
給
資
格
証

を
送
付
し
ま
す

新
小
学
１
年
生
・
新
中
学
１
年
生
に

資
格
証
を
送
付
し
ま
す

未
就
学
児
用
及
び
小
学
生
用
の
子

ど
も
医
療
費
受
給
資
格
証
を
持
っ
て

い
る
、
今
年
4
月
に
小
学
校
に
入
学

す
る
人
及
び
中
学
校
に
入
学
す
る
人

に
対
し
て
、
子
ど
も
医
療
費
受
給
資

格
証
を
3
月
下
旬
に
発
送
し
ま
す
。

4
月
か
ら
は
、
新
し
い
資
格
証
で

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

・
平
成
29
年
４
月
２
日
〜
平
成
30
年

４
月
１
日
生
ま
れ

・
平
成
23
年
４
月
２
日
〜
平
成
24
年

４
月
１
日
生
ま
れ

※

資
格
証
の
内
容
に
変
更
が
あ
る

場
合
は
、
手
続
が
必
要
で
す
。
手

続
の
際
は
、
子
ど
も
医
療
費
受
給

資
格
証
・
対
象
者
の
健
康
保
険
証

（
保
険
証
が
変
わ
っ
た
場
合
）
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

自
己
負
担
限
度
額

小
学
生
の
健
康
保
険
適
用
後
の
自

己
負
担
割
合
を
3
割
か
ら
1
割
と
し

ま
す
。
中
学
生
は
3
割
の
ま
ま
で
す
。

１
か
月
１
医
療
機
関
あ
た
り
（
医

科
・
歯
科
別
）
の
自
己
負
担
限
度
額

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・
入
院

２
０
０
０
円

・
通
院

１
０
０
０
円

・
薬
局
な
ど

自
己
負
担
な
し

問
合
せ

保
険
年
金
課
医
療
年
金
係

☎
㉕
９
４
１
１スポーツ安全協会

のホームページは
こちらからも
入れます

浜
田
市
敬
老
入
浴
券

　
　
　
　
　
　
交
付
事
業

敬
老
入
浴
券
の
有
効
期
限
は
３
月

31
日
ま
で
で
す
。

お
手
持
ち
の
敬
老
入
浴
券
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
早
め
に
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。

入
浴
券
が
利
用
で
き
る
施
設

・
国
民
宿
舎
千
畳
苑

・
美
又
温
泉
国
民
保
養
セ
ン
タ
ー

※

家
族
湯
を
除
く

・
リ
フ
レ
パ
ー
ク
き
ん
た
の
里

・
美
又
温
泉
会
館

・
子
安
華
湯
館

・
美
又
温
泉
か
め
や
旅
館

・
旭
温
泉
あ
さ
ひ
荘

・
有
福
温
泉
外
湯
（
御
前
湯
※

家

族
湯
を
除
く
・
さ
つ
き
湯
・
や
よ

い
湯
）

利
用
期
限

３
月
31
日
㈰

そ
の
ほ
か

・
同
行
す
る
人
が
入
浴
す
る
場
合
、

本
人
と
同
様
に
敬
老
入
浴
券
を
1

枚
利
用
で
き
ま
す
。

※

1
人
に
限
り
ま
す
。

・
交
付
し
た
入
浴
券
の
再
発
行
や
払

い
戻
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ

健
康
医
療
対
策
課
高
齢
者

福
祉
係

☎
㉕
９
３
２
０

広
告
募
集
中

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

令
和
６
年
度
坂
根
正
弘
奨
学

金
の
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

国際交流員コラム

ベトナムのお正月「テト」

　ベトナム国際交流員クインです。
　昨年に続き今年も、ベトナムで家族と一緒に旧正
月を過ごすことができませんでした。ホームシック
になっている心を温めるため、ベトナムの旧正月に
ついて紹介します。
　ベトナムのお正月は「テト」と呼ばれています。
今年のテトの元日は２月10日です。テトは３日間あ
り、今年は10日から12日までで、テト休みは約１週
間あります。ベトナム人はテト休みに何をするので
しょう？
①日本と同じくテト前に大掃除
　テトの３日間にゴミを出すことは、お金・よい運
などを捨てると連想されるので、掃除は禁物です。
テト前にきれいに掃除をしておかなければなりませ
ん。
②バイン・チュン（北部～中北部）／バイン・テッ
　ト（中南部～南部）を作る
　祖先にお供えする伝統的な料理で、もち米・緑豆・
豚肉をバナナの葉で包み、６～８時間ほど茹でて作
ります。冷蔵庫だと10日間保ちます。バイン・チュ
ンは四角形、バイン・テットは丸くて細長い形をし
ています。

③ホア・ダオ（北部～中北部）／ホア・マイ（中南部～
　南部）の飾り花
　テトに飾る花で、ホア・ダオがピンクの桃の花、ホア・
マイが黄色の梅の花です。
④大晦日
　ベトナムで大晦日といえば、花火を思い浮かべます。
派手でカラフルな花火で新年を迎えるのは、最高の思い
出になります。
⑤初詣
　日本と同じように、一年の健康や幸せなどを祈るため、
お寺に行き、おみくじを引きます。お寺では、伝統的な
服装であるアオザイを着た女の子の姿を、多く見かけま
す。
⑥お年玉
　一般的に働いている人は、子どもとお年寄りにお年玉
を渡します。自分の子ども、兄弟や友達の子ども、父母、
祖父母など幅広く、数百円から数千円程度渡すことが多
いです。
　私は大学を卒業してからすぐ日本に来たので、一度も
お年玉を渡したことがありません。来年こそは、絶対に
渡したいと思います。
　寒い日が続きますので、皆さんご自愛ください。

バイン・チュン

バイン・テット

ベトナムの書道
左：安康栄盛　右：謹賀新年

グエン　ティ　テゥイ　クイン

浜
田
市
出
身
の
坂
根
正
弘
さ
ん

（
㈱
小
松
製
作
所
顧
問
）
か
ら
の
寄

附
を
原
資
と
し
た
、「
坂
根
正
弘
奨

学
金
」
の
令
和
６
年
度
奨
学
生
（
第

11
期
生
）
を
募
集
し
ま
す
。

こ
の
奨
学
金
制
度
は
、
優
れ
た
学

力
を
有
し
、
高
い
志
を
持
っ
て
大
学

で
勉
学
に
励
も
う
と
す
る
学
生
に
対

し
て
奨
学
金
を
給
付
す
る
こ
と
に
よ

り
、
将
来
の
科
学
技
術
や
医
学
の
進

歩
、
経
済
の
発
展
な
ど
に
貢
献
し
う

る
人
材
を
育
成
・
支
援
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

対
象

次
の
①
〜
④
の
全
て
を
満
た

す
人

①
３
月
31
日
に
お
い
て
、
浜
田
市
の

住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い

る
期
間
が
通
算
し
て
５
年
以
上
あ

る
こ
と

②
市
内
の
高
等
学
校
を
卒
業
し
、
奨

学
生
認
定
時
に
大
学
１
年
次
に
在

籍
予
定
で
あ
る
こ
と

③
向
学
心
に
富
み
、
性
行
が
良
好
で

学
業
の
成
績
が
優
秀
で
あ
っ
て
、

出
身
学
校
長
の
推
薦
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と

④
保
護
者
の
令
和
４
年
中
の
収
入
又

は
所
得
が
市
の
定
め
る
基
準
以
下

で
あ
る
こ
と

募
集
人
員

２
人
程
度

支
給
金
額

月
額
５
万
円
又
は
４
万

円
（
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
所
在
地
に

よ
り
異
な
り
ま
す
）

支
給
期
間

4
月
か
ら
在
学
す
る
学

校
の
最
短
修
業
年
限
の
最
終
月
ま

で
（
最
大
4
年
間
）

募
集
締
切

３
月
29
日
㈮

※

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

前
年
度
ま
で
と
要
件
が
変
更
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ

地
域
活
動
支
援
課
公
共
交

通
大
学
支
援
係

☎
㉕
９
２
０
１

安
全
安
心

生
活・環
境

住
宅

産
業・地
域
活
性
化

税
務・納
税

子
育
て

健
康・福
祉

保
険・医
療・年
金

人
権

教
育・文
化・ス
ポ
ー
ツ
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抽
選
に
よ
り
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

（
市
営
）

募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
申
込
受
付

期
間
中
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

３
月
15
日
㈮
〜
29
日
㈮

抽
選
日

４
月
下
旬

入
居
予
定

５
月
中
旬

抽
選
に
よ
り
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

（
県
営
）

県
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま

す
。

募
集
団
地
浜
田
中
央
団
地（
新
築
）

２
０
２
４
石
州
浜
っ
子
春
ま
つ
り

日
時

4
月
29
日
㈷

午
前
11
時
〜
午
後
4
時

場
所

栄
町
・
新
町
・
紺
屋
町
・
牛

市
町
・
朝
日
町
・
銀
天
街

内
容

パ
レ
ー
ド
・
大
名
行
列
、
イ

ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス「
楽
市
」（
出
店・

ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
）

受
験
資
格

・
平
成
６
年
４
月
２
日
〜
平
成
15
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

・
平
成
15
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

の
人
で
次
に
掲
げ
る
人

①
大
学
を
卒
業
し
た
人
及
び
令
和
７

年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る

見
込
み
の
人

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
人
と
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

受
験
申
込
方
法

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

https://w
w
w
.jinji-shiken.

go.jp/juken.htm
l

受
験
受
付
期
間

2
月
22
日
㈭
〜
３
月
25
日
㈪

※

３
月
25
日
㈪
ま
で
に
申
込
デ
ー

タ
を
受
信
完
了
し
た
も
の
に
限
る

一
次
試
験

5
月
26
日
㈰

問
合
せ

広
島
国
税
局
人
事
第
二
課

試
験
研
修
係

☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐
９
２
１
１

浜
田
税
務
署
総
務
課

☎
㉒
０
３
６
１

※

受
験
案
内
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

請
求
な
ど
、
詳
し
く
は
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

市
営
・
県
営
住
宅
の

　
　
　
　
入
居
者
募
集

申
込
受
付

３
月
15
日
㈮
〜
29
日
㈮

（
必
着
）

抽
選
日

４
月
下
旬

入
居
予
定

６
月
上
旬

問
合
せ

島
根
県
住
宅
供
給
公
社

浜
田
住
宅
管
理
事
務
所

☎
㉕
０
５
３
５

先
着
順
で
入
居
を
決
定
す
る
住
宅

（
公
営
住
宅
ほ
か
）

募
集
住
宅
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付

随
時
。
た
だ
し
、
新
規

に
募
集
す
る
住
宅
は
３
月
11
日
㈪

以
降
。

問
合
せ

公
営
住
宅
（
浜
田・金
城・旭・三
隅
）

特
定
公
共
賃
貸
住
宅（
金
城
）

島
根
県
住
宅
供
給
公
社

浜
田
住

宅
管
理
事
務
所

☎
㉕
０
５
３
５

特
定
公
共
賃
貸
住
宅・地
域
定
住
住
宅

（
旭
・
弥
栄
・
三
隅
）

㈲
中
田
工
務
店

☎
42
１
２
０
３

日
時

３
月
15
日
㈮

午
前
10
時
〜

正
午
・
午
後
１
時
〜
４
時

場
所

石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

料
金

無
料
（
３
回
目
以
降
の
継
続

相
談
か
ら
有
料
）

申
込
み

石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

へ

☎
㉒
４
５
１
４

石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

一
斉
相
談
会

相
　
　
談

対
象

市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
人

入
会
説
明
会
日
時

毎
月
20
日

午
後
１
時
30
分

（
休
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）

内
容

除
草
・清
掃
・剪せ

ん
て
い定

・家
事
手

伝
い
・
会
社
な
ど
へ
の
派
遣
就
業

な
ど

入
会
金

年
会
費
あ
り

問
合
せ

浜
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー

☎
㉓
４
６
８
０

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

〜
あ
な
た
の
豊
か
な
経
験
と
知

識
を
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

伝 言 板
まちかど募

　
　
集

石
州
浜
っ
子
春
ま
つ
り

大
名
行
列
な
ど
参
加
者
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

大
名
行
列
な
ど
参
加
者
募
集

①
パ
レ
ー
ド
（
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
・
音

楽
隊
・
Ｐ
Ｒ
隊
な
ど
）

②
大
名
行
列
（
腰
元
・
供
侍
な
ど
）

③
や
っ
こ
隊
（
事
前
練
習
へ
の
参
加

が
必
要
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

対
象

高
校
生
以
上

業
務
内
容

パ
レ
ー
ド
の
随
行
、
休

憩
所
の
運
営
な
ど

申
込
み

３
月
15
日
㈮
ま
で
に
参
加

申
込
書
を
浜
田
市
観
光
協
会
へ

☎
㉔
１
０
８
５

※

開
催
概
要
や
募
集
内
容
は
変
更

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

資
格・試
験

受験申込は
こちらからも
入れます

国
税
専
門
官
募
集

国税庁ホーム
ページはこちら
からも入れます

市
営
・
県
営
住
宅
の

　
　
　
　
入
居
者
募
集

石
見
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

一
斉
相
談
会

相
　
　
談

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
募
集

〜
あ
な
た
の
豊
か
な
経
験
と
知

識
を
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

教
室・講
座

県
立
体
育
館

前
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室

日
時

４
月
上
旬
〜
９
月
中
旬

参
加
申
込
期
間

３
月
10
日
㈰
ま
で

抽
選
・
結
果
発
表

３
月
12
日
㈫

午
前
11
時
30
分

※

抽
選
結
果
な
ど
詳
細
は
館
内
掲

示
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

料
金幼

・
小
・
中
・
高
校
生

　
　
　
　
　
　
　
　

２
５
０
０
円

大
学
生　
　
　
　
　
４
２
０
０
円

一
般　
　
　
　
　
　
５
２
０
０
円

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
（
親
子
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
２
０
０
円

体
操
競
技
ク
ラ
ブ

４
０
０
０
円

石
見
海
浜
公
園

春
季
硬
式
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
教
室

対
象

中
学
生
以
下

日
時

４
月
８
日
㈪
〜
５
月
27
日
㈪

毎
週
月
曜
日

延
べ
８
回

午
後
７
時
〜
９
時

場
所
石
見
海
浜
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

定
員

15
人
（
先
着
）

料
金
２
０
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

※

ラ
ケ
ッ
ト
無
料
レ
ン
タ
ル
あ
り

申
込
み

申
込
書
と
参
加
料
を
石
見

海
浜
公
園
予
約
セ
ン
タ
ー
へ

☎
㉘
２
２
３
１

ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田

春
の
体
験
会
・
前
期
講
座

①
春
の
体
験
会

日
時

３
月
４
日
㈪
〜
４
月
1
日
㈪

②
前
期
講
座

日
時

４
月
〜
９
月

※

内
容
・
料
金
な
ど
、
詳
細
は
館

内
掲
示
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
込
み

ラ
・
ペ
ア
ー
レ
浜
田
へ

☎
㉒
１
０
３
５

石
見
武
道
館

前
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室

日
時

４
月
上
旬
〜
９
月
中
旬

受
付
開
始
日
（
先
着
）

３
月
２
日
㈯

午
後
１
時
〜

※

教
室
の
内
容
な
ど
、
詳
細
は
館

内
掲
示
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

料
金小・中・高

校
生
（
週
１
回
課
程
）

　
　
　
　
　
　
　
　

２
５
０
０
円

伝 言 板
まちかど募

　
　
集

石
州
浜
っ
子
春
ま
つ
り

大
名
行
列
な
ど
参
加
者
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集

資
格・試
験

国
税
専
門
官
募
集

保
険
料

幼
・
小
・
中
学
生　
　
８
０
０
円

高
校
生
・
大
学
・
一
般

　
　
　
　
　
　
　
　
１
８
５
０
円

65
歳
以
上　
　
　
　
１
２
０
０
円

申
込
み

県
立
体
育
館
へ

☎
㉓
１
２
０
１

幼・小・中
学
生
（
週
２
回
課
程
）

　
　
　
　
　
　
　
　
４
０
０
０
円

大
学
生　
　
　
　
　
４
２
０
０
円

一
般　
　
　
　
　
　
５
２
０
０
円

親
子
（
保
護
者
と
乳
児
〜
入
園
前

幼
児
）　　
　
　
　

６
２
０
０
円

保
険
料

幼
・
小
・
中
学
生　
　
８
０
０
円

高
校
・
大
学
生
・
一
般

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
８
５
０
円

65
歳
以
上　
　
　
　
１
２
０
０
円

申
込
み

申
込
書
と
参
加
料
・
保
険

料
を
石
見
武
道
館
へ

☎
㉓
７
１
７
０

お
出
か
け

日
時

３
月
2
日
㈯

午
前
９
時
15
分
〜
午
後
４
時

場
所

弥
栄
会
館

料
金大

人
（
高
校
生
以
上
）

　
　
　
　
　
　
１
５
０
０
円

※

前
売
券

１
２
０
０
円

小
・
中
学
生

３
０
０
円

問
合
せ

弥
栄
神
楽
ま
つ
り
実
行
委
員
会

☎
48
２
１
１
２

ど
ぶ
ろ
く
の
里

弥
栄
神
楽
ま
つ
り

し
ま
ね
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
合
同
企
業
説
明
会
）

内
容

企
業
説
明
（
約
２
０
０
社
）、

グ
ル
ー
プ
面
接
体
験
な
ど

対
象

令
和
7
年
3
月
大
学
な
ど
を

卒
業
予
定
の
学
生
、
既
卒
３
年
以

内
の
人
、
県
内
就
職
希
望
者

日
時

３
月
2
日
㈯

午
前
11
時
30
分
〜
午
後
５
時
45
分

場
所
く
に
び
き
メ
ッ
セ（
松
江
市
）

応
募
方
法

要
事
前
申
込
み
（
当
日

参
加
も
可
）

問
合
せ

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
し
ま
ね

☎
０
１
２
０
67
４
５
１
０

こちらから
申し込めます

日
時

３
月
４
日
㈪

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

対
象

難
病
患
者
及
び
そ
の
家
族

場
所

浜
田
保
健
所

多
目
的
室

料
金

無
料

申
込
み

不
要

問
合
せ

浜
田
保
健
所
医
事
・
難
病

支
援
課

☎
㉙
５
５
５
４

難
病
患
者
・
家
族
交
流
会

「
ほ
ほ
え
み
サ
ロ
ン
」

ひ
き
こ
も
り
相
談
支
援

対
象

お
お
む
ね
40
〜
64
歳
の
当
事

者
と
そ
の
家
族

当
事
者
会

日
時

３
月
６
日
㈬
、
3
月
21
日
㈭

午
後
2
時
〜
３
時
30
分

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

料
金

無
料

家
族
会

日
時

３
月
11
日
㈪
、
3
月
25
日
㈪

午
後
2
時
〜
３
時
30
分

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

料
金

無
料

呼
吸
法
（
ヨ
ガ
）
体
験
会

日
時

３
月
27
日
㈬

午
後
３
時
30
分
〜（
１
時
間
程
度
）

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階

和
室

料
金

無
料

※

動
き
や
す
い
服
装
・
バ
ス
タ
オ

ル
・
飲
物
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※

体
験
会
後
の
相
談
可

相
談

日
時

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
祭
日

を
除
く
）
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
※

い
ず
れ
も
事
前
申
込
み
が
必
要

問
合
せ

浜
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

ひ
き
こ
も
り
相
談
専
用
電
話

☎
０
７
０
‐
２
６
８
７
‐
７
０
７
０
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広
告
募
集
中

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

料
金

全
席
自
由

一
般

前
売
り　
　
１
０
０
０
円

※

当
日
は
５
０
０
円
増

高
校
生
以
下　
　
　
無
料

※

未
就
学
児
入
場
不
可

※

無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り
。
３

月
３
日
㈰
ま
で
に
要
申
込
み

広
告
募
集
中

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

広
告
募
集
中

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

日
時

３
月
17
日
㈰

正
午
〜
午
後
４
時

場
所

サ
ン
マ
リ
ン
浜
田
和
室

講
師

中
原
信
夫
さ
ん

料
金

３
０
０
０
円

問
合
せ

中
野
宅
吉
さ
ん

☎
０
８
０-

１
９
２
２-

３
９
４
６

第
１
７
８
回

石
州
刀
剣
会
鑑
賞
会

第
２
４
９
回
ふ
る
さ
と
歴
史
紀
行

温
泉
津
町
福
光
を
歩
き
不
言
城

へ
登
る

日
時

３
月
31
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分

場
所

道
の
駅
サ
ン
ピ
コ
ご
う
つ

前
に
集
合
し
移
動
（
杖
が
必
要
）

料
金

２
０
０
円
（
資
料
代
）

問
合
せ

下
村
さ
ん
（
午
後
５
時
以
降
）

☎
０
９
０-

７
５
０
０-

９
６
３
７

日
時

3
月
31
日
㈰

午
後
1
時
〜
３
時

場
所

末
日
聖
徒
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス

ト
教
会
（
浅
井
町
１
５
８
０
龍
河

ビ
ル
６
階
）

非
常
時
へ
の
備
え
の
会

避
難
所
運
営
（
H
U
G
）
を
学

び
ま
せ
ん
か

石
見
海
浜
公
園

遊
春
祭
〜
海
水
浴
だ
け
じ
ゃ

な
い
の
よ
〜

つ
つ
じ
で
お
花
見

日
時

４
月
14
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

午
前
11
時
〜

・
お
茶
・
団
子
・
お
む
す
び
の
出
店

・
特
製
弁
当
注
文
可
（
要
予
約

４

月
６
日
㈯
ま
で
に
石
見
海
浜
公
園

予
約
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
予
約
し

て
く
だ
さ
い
）

貝
殻
ア
ー
ト
を
作
ろ
う

日
時

４
月
14
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

午
前
10
時
〜
正
午

定
員

20
人

料
金

５
０
０
円

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
・
ケ
ビ
ン
村
の

デ
イ
キ
ャ
ン
プ
無
料
解
放

日
時

４
月
14
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

B
B
Q
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

場
所

全
て
石
見
海
浜
公
園

※

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

日
時

４
月
16
日
㈫
（
小
雨
決
行
）

午
前
10
時
〜
正
午

※

今
月
よ
り
毎
月
第
３
火
曜
日
に

変
更

場
所

石
見
海
浜
公
園

定
員

10
人
（
先
着
）

料
金

無
料

（
ポ
ー
ル
レ
ン
タ
ル
あ
り
）

申
込
み

石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
へ

☎
㉘
２
２
３
１

石
見
海
浜
公
園

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

日
時

３
月
23
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

午
前
７
時
30
分
（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所

畳
ヶ
浦
入
口

清
掃
場
所

畳
ヶ
浦
一
帯

問
合
せ

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大

会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
市
民
１
０
０

０
人
の
会

牛
尾
さ
ん

☎
０
９
０-

８
２
４
４-

９
４
２
９

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
海
岸
清
掃

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

〜
て
ん
と
う
虫
飾
り
作
り
と

春
の
歌
の
コ
ン
サ
ー
ト
〜

日
時

３
月
21
日
㈭

午
後
６
時
50
分
〜

場
所

浜
田
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

料
金

５
０
０
円

問
合
せ

石
見
音
楽
文
化
振
興
会

☎
０
９
０-

３
０
８
８-

０
３
３
３

〜
誰
に
で
も
優
し
い
浜
田
市
に

い
の
ち
も
優
し
さ
も
受
け
と
め
て
〜

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
研
修
会

日
時

３
月
10
日
㈰

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
会
議
室

内
容

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
役
割
、

悩
ん
で
い
る
人
へ
の
声
の
か
け
方
、

傾
聴
の
体
験
、
活
動
紹
介
な
ど

料
金

無
料

申
込
み
・
問
合
せ

健
康
医
療
対
策

課
健
康
づ
く
り
係
へ

☎
㉕
９
３
１
１

「
中
国
寧ね

い

か夏
＆
ク
コ
の
実
」

　
　
　
　
交
流
会
in
浜
田

日
時

３
月
10
日
㈰

午
後
1
時
30
分
〜
３
時

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

料
金

無
料

申
込
み

3
月
６
日
㈬
ま
で
に
申
込

フ
ォ
ー
ム
か
ら

問
合
せ

定
住
関
係
人
口
推
進
課
関

係
人
口
係

☎
㉕
９
５
１
１

こちらから
申し込めます

ア
ク
ア
ス
か
ら

　
　
　
☎
㉘
３
９
０
０

３
月
20
日
㈷
〜
４
月
８
日
㈪
は
毎
日

開
館

春
休
み
は
ア
ク
ア
ス
へ

春
の
特
別
展

「
ど
ん
ぶ
ら
こ
〜
し
ま
ね
に
流
れ
着

い
た
生
き
物
た
ち
〜
」

期
間

３
月
２
日
㈯
〜
５
月
13
日
㈪

場
所

３
階
特
別
展
示
室

ゆ
っ
た
り
親
子
の
会
〜
い
つ
も
快
適

ア
ク
ア
ス
で

親
子
で
の
ん
び
り
特

別
体
験
〜

「
卵
の
殻
で
イ
ー
ス
タ
ー
エ
ッ
グ
づ

く
り
」

日
時

３
月
11
日
㈪

午
前
10
時
〜

料
金

50
円
（
入
館
料
が
必
要
）

対
象

未
就
学
児
と
ご
家
族

グ
ラ
ン
ト
ワ
だ
よ
り

　
　
☎
０
８
５
６
㉛
１
８
６
０

島
根
邦
楽
集
団

第
18
回
定
期
演
奏

会日
時

３
月
３
日
㈰

午
後
１
時
30
分
〜

場
所

グ
ラ
ン
ト
ワ
小
ホ
ー
ル

内
容

流
派
・
年
齢
・
性
別
を
超
え

て
結
成
さ
れ
た
島
根
邦
楽
集
団
の

定
期
演
奏
会

出
演

島
根
邦
楽
集
団
、
ジ
ュ
ニ
ア

邦
楽
塾
生

ゲ
ス
ト

尺
八
四
重
奏
団
「
破
竹
」

料
金

全
席
自
由

一
般

前
売
り　
　

２
０
０
０
円

※

当
日
は
５
０
０
円
増

高
校
生
以
下　
　
　
　
5
０
０
円

※

未
就
学
児
入
場
不
可

※

無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
あ
り
。
２

月
25
日
㈰
ま
で
に
要
申
込
み

グ
ラ
ン
ト
ワ
弦
楽
合
奏
団

第
11
回

定
期
演
奏
会

日
時

３
月
10
日
㈰

午
後
２
時
〜

場
所

グ
ラ
ン
ト
ワ
小
ホ
ー
ル

内
容

グ
ラ
ン
ト
ワ
を
拠
点
に
活
動

を
続
け
て
い
る
島
根
県
唯
一
の
弦

楽
合
奏
団
の
定
期
講
演
会

出
演

グ
ラ
ン
ト
ワ
弦
楽
合
奏
団

ゲ
ス
ト

M
i
z
u
h
o  

S
t
r
i
n
g
s

（
M
響
）

日
時

３
月
９
日
㈯

①
分
か
ち
合
い
の
つ
ど
い

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

※

遺
族
の
み
参
加
可（
予
約
不
要
）

②
J
交
流
会
（
茶
話
会
）

午
後
３
時
30
分
〜
５
時

※

遺
族
以
外
も
参
加
可（
要
予
約
）

場
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会

・
虹

事
務
局

☎
０
９
０-

４
６
９
２-

５
９
６
０

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り

亡
く
さ
れ
た
あ
な
た
へ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会・虹

日
時

３
月
17
日
㈰

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
40
分

場
所

ふ
れ
あ
い
ジ
ム
・
か
な
ぎ

料
金大

人

前
売
り

1
５
０
０
円

※

当
日
は
５
０
０
円
増

小
学
生
以
下　
　
無
料

問
合
せ

浜
田
市
観
光
協
会

☎
㉔
１
０
８
５

定
員

20
人
（
要
予
約
）

料
金

無
料

申
込
み

3
月
25
日
㈪
ま
で
に
平
野

さ
ん
へ

☎
０
９
０-

２
２
９
３-

４
０
５
９

大
平
桜
ま
つ
り

日
時

３
月
24
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所

大
平
桜
周
辺

問
合
せ

浜
田
市
観
光
協
会

☎
㉔
１
０
８
５

※

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

３
月
16
日
㈯
〜
31
日
㈰

午
後
７
時
〜
10
時

※

開
花
状
況
に
よ
り
前
後
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す

島
根
県
立
大
学
学
生
研
究
奨
励
事
業

成
果
報
告
発
表
会

日
時

３
月
15
日
㈮

午
後
1
時
30
分
〜

場
所

島
根
県
立
大
学
交
流
セ
ン

タ
ー
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

内
容

学
生
の
研
究
発
表
、
最
優
秀

賞
な
ど
の
表
彰
式

問
合
せ

地
域
活
動
支
援
課
公
共
交

通
大
学
支
援
係

☎
㉕
９
２
０
１

第
15
回
神
楽
の
里

　
　
　
　

か
な
ぎ
共
演
大
会

問
合
せ

石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー

☎
㉘
２
２
３
１

ホームページ
はこちらかも
入れます

対
象新

小
学
１
年
生
〜
新
中
学
３
年
生

日
時

①
３
月
16
日
㈯

②
３
月
23
日
㈯

③
３
月
30
日
㈯

④
４
月
6
日
㈯

⑤
４
月
14
日
㈰

全
て
午
前
10
時
〜
11
時

場
所

ハ
マ
イ
ロ

料
金

無
料

申
込
み

参
加
申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら

問
合
せ

石
央
文
化
ホ
ー
ル
浜
田
少

年
少
女
合
唱
団

寺
井
さ
ん

☎
０
９
０-

６
８
３
１-

３
０
２
２

こちらから
申し込めます

石
央
文
化
ホ
ー
ル

浜
田
少
年
少
女
合
唱
団
体
験
会

有

料

広

告

定
員

10
組
（
先
着
）

申
込
み

当
日
午
前
９
時
か
ら
１
階

総
合
案
内
所
で
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【
企
画
展
示
室
】

平
坂
常
弘
展「
石
見
野

こ
こ
ろ
あ
る
も
の
」

浜
田
市
立
石
正
美
術
館
前
館
長
・
平
坂
常

弘
の
個
展
を
開
催
し
ま
す
。

平
坂
は
１
９
５
５
年
に
浜
田
市
三
隅
町
に
生

ま
れ
、
絵
を
志
し
て
多
摩
美
術
大
学
に
進
学
。

教
授
の
日
本
画
家
・
加
山
又
造
に
強
い
刺
激
を

受
け
つ
つ
充
実
し
た
学
生
時
代
を
過
ご
し
ま
し

た
。
卒
業
後
は
故
郷
に
戻
っ
て
家
業
を
継
ぎ
、

仕
事
を
し
な
が
ら
絵
を
描
き
続
け
ま
し
た
。

２
０
０
１
年
、
石
正
美
術
館
の
開
館
と
と
も

に
館
長
に
就
任
、
同
郷
の
大
先
輩
で
も
あ
る
日

本
画
家
・
石
本
正
と
出
会
い
ま
す
。
以
後
、
石

本
の
絵
に
対
す
る
深
い
思
い
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、
当
館
の
運
営
に
20
年
間
携
わ
り
ま
し
た
。

全
て
の
根
底
に
あ
っ
た
の
は
、
故
郷
を
誇
り
に

思
う
心
で
し
た
。

本
展
で
は
、
幼
少
期
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、

彼
が
心
を
込
め
て
描
い
て
き
た
日
本
画
作
品
な

ど
約
40
点
を
一
堂
に
ご
紹
介
し
ま
す
。
一
人
の

絵
描
き
が
、
故
郷
や
石
正
美
術
館
に
向
け
て
き

た
思
い
を
、
作
品
と
共
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。和田頼挙

《龍虎締四季山水図屏風》
（三浦博文氏所蔵）

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
】（
観
覧
無
料
）

干
支
展
―
２
０
２
４
辰
―

会
期

３
月
20
日
㈷
〜
31
日
㈰

設
備
不
良
に
よ
る
停
電
の
た
め
延
期
と
な
っ

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆
❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖

✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚✚

開館時間 9:00～17:00
月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
年末年始・展示替え期間
（括弧は20人以上の団体）
一　般　600円（500円）

展覧会によって異なります
小中生　200円（160円）
高大生　300円（240円）

休 館 日

観 覧 料

※

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

会
期

３
月
20
日
㈷
〜
５
月
26
日
㈰

【
石
本
正
記
念
展
示
室
】

企
画
展
「
石
本
正  

お
ん
な
の
美
」石本 正《舞妓姉妹》

1986年

生
涯
を
か
け
て
女
性
美
を
追
求
し
た
石
本

正
。
そ
の
美
の
こ
だ
わ
り
は
作
品
の
随
所
に

う
か
が
え
ま
す
。

本
展
で
は
、
若
い
頃
か
ら
晩
年
ま
で
の
女

性
表
現
の
移
り
変
わ
り
を
展
覧
す
る
と
と
も

に
、
構
図
や
し
ぐ
さ
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
美

し
さ
に
着
目
し
た
作
品
な
ど
約
50
点
を
一
挙

公
開
し
ま
す
。

「
ひ
ら
め
き
美
術
展
」
開
催
！

３
月
９
日
㈯
か
ら
、ア
ー
ト
で
脳
ト
レ「
ひ

ら
め
き
美
術
展
」
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
こ
の

展
覧
会
は
、
ク
イ
ズ
形
式
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に

挑
戦
し
な
が
ら
、
浜
田
市
世
界
こ
ど
も
美
術

館
の
収
蔵
作
品
を
鑑
賞
し
て
い
く
ユ
ニ
ー
ク

な
企
画
展
で
す
。

「
謎
解
き
ゾ
ー
ン
」と「
脳
ト
レ
ゾ
ー
ン
」

の
そ
れ
ぞ
れ
で
出
題
さ
れ
る
指
令
に
挑
み
な

が
ら
、
ア
ー
ト
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

指
令
を
解
く
に
は
、
作
品
を
見
る
観
察
力
、

ひ
ら
め
き
と
発
想
力
、
そ
し
て
ア
ー
ト
を
楽

し
む
心
が
必
要
で
す
！

謎
解
き
と
脳
ト
レ
が
合
体
し
た
展
覧
会
。

お
子
様
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
世
代
の
人
々

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
内
容
で
す
。
お
誘

い
あ
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

会
期

５
月
26
日
㈰
ま
で

料
金

大
学
生
以
上　
　
　
４
０
０
円

　
　
　
小
・
中
・
高
校
生

３
０
０
円

12
月
の
イ
ベ
ン
ト

３
月
の
イ
ベ
ン
ト

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

定
員

30
人

時
間

午
後
１
時
〜
４
時

※

参
加
受
付
は
、
当
日
１
階
・
創
作
室
で
午

後
３
時
30
分
ま
で
。
材
料
が
な
く
な
り
次
第
、

受
付
を
終
了
し
ま
す
。

《
ネ
バ
ネ
バ
モ
ン
ス
タ
ー
》

◎
２
日
㈯
・
３
日
㈰

参
加
費

１
０
０
円

《
ス
ポ
ン
ジ
マ
グ
ネ
ッ
ト
》

◎
９
日
㈯
・
10
日
㈰

参
加
費

１
０
０
円

《
新
聞
紙
と
テ
ー
プ
で
つ
く
ろ
う
》

◎
16
日
㈯
・
17
日
㈰
・
20
日
㈷

参
加
費

２
０
０
円

《
木
の
バ
ラ
バ
ラ
パ
ズ
ル
》

◎
23
日
㈯
・
24
日
㈰

参
加
費

３
０
０
円

《
動
物
キ
ャ
ン
ド
ル
》

◎
30
日
㈯
・
31
日
㈰

参
加
費

３
０
０
円

休館日（月曜日） ５日・12日・19日・26日
年末年始の休館日
  12月28日㈬～令和５年１月１日㈷

展示替　４日㈪～８日㈮
休館日（月曜日） 11日・18日・25日
振替休　21日㈭

木のバラバラパズル作品例

新聞とテープでつくろう作品例

令
和
５
年
度
の
優
秀
卒
業
研
究

が
決
定
し
ま
し
た

本
学
で
は
、
毎
年
優
秀
な
卒
業
研

究
を
選
出
し
、
学
修
成
果
の
公
表
と

し
て
発
表
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
度
は
、
約
２
１
０
本
の

卒
業
研
究
の
中
か
ら
10
本
が
優
秀
研

究
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

【
受
賞
者・研
究
題
目
】（
50
音
順
）

・
池
田
裕
樹
「
島
根
県
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
導
入
プ
ロ
セ
ス

の
分
析
：
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
当
事

者
・
行
政
・
議
員
・
首
長
を
中
心

と
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
型
政
策
過

程
に
着
目
し
て
」

・
川
井
幸
也
「
日
本
人
ア
ス
リ
ー
ト

と
誕
生
月
の
関
係
―
早
生
ま
れ
は

不
利
な
の
か
―
」

・
小
西
風
雅
「
島
根
県
西
部
地
方
に

お
け
る
子
ど
も
食
堂
に
関
す
る
研

究
」

・
杉
原
拓
樹
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
実
現
へ
の
地
域
で
の
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
の
可
能
性
」

・
杉
山
楓
佳
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
関
す
る

メ
デ
ィ
ア
の
影
響
」

・
太
歳
春
花
「
日
本
軍
「
慰
安
婦
」

問
題
を
め
ぐ
る
当
事
者
視
角
の
意

義
―
日
本
の
対
応
や
風
潮
へ
の
省

察
を
通
じ
て
―
」

・
中
野
愛
翔
「
島
根
県
東
部
地
方
に

お
け
る
若
者
の
神
楽
へ
の
関
心
向

上
に
向
け
た
方
策
〜
飯
南
町
に
お

け
る
中
長
期
的
に
見
た
後
継
者
確

保
の
観
点
か
ら
〜
」

・
長
井
真
愛
「
現
代
を
生
き
る
台
湾

人
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
観
」

・
原
遼
真
「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
導
入
に

よ
る
中
山
間
地
域
の
交
通
空
白
状

況
の
解
決
」

・
牧
野
高
憲
「
文
化
財
保
護
と
郷
土

教
育
を
両
立
さ
せ
る
文
化
財
フ
ォ

ト
ラ
リ
ー
の
提
案
」

問
合
せ

企
画
調
整
課

☎
㉔
２
２
０
１

マスコット
キャラクター
「オロリン」

読
書
ノ
ー
ト
マ
ラ
ソ
ン

令
和
５
年
５
月
〜
11
月
の
期
間
に
、

３
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館
合
同
で
「
読

書
ノ
ー
ト
マ
ラ
ソ
ン
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

期
間
内
に
読
ん
だ
図
書
の
感
想
を

読
書
ノ
ー
ト
に
記
録
し
、
た
く
さ
ん

読
ん
だ
学
生
を
表
彰
、
図
書
券
を
贈

呈
す
る
企
画
で
す
。
今
年
は
、
よ
り

多
く
の
学
生
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
要
素
も

取
り
入
れ
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
２
３

２
人
が
参
加
し
、
66
人
か
ら
ノ
ー
ト

の
提
出
が
あ
り
ま
し
た
。

結
果
は
、
１
位
が
２
１
２
冊
を
読

ん
だ
松
江
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
で
し

た
。
浜
田
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
は
、
２

位
の
１
７
２
冊
を
読
ん
だ
学
生
と
、

感
動
を
与
え
る
感
想
を
書
い
た
学
生

１
人
を
司
書
賞
と
し
て
表
彰
し
ま
し

た
。

表彰を受けた学生

来
年
度
も
、
３
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書

館
合
同
の
一
大
企
画
と
し
て
実
施
し
、

図
書
に
親
し
む
機
会
を
増
や
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
合
せ

図
書
情
報
課

☎
㉔
２
２
０
４

３
６
０
度
の
没
入
感
を

　
　
　
　
　
　
　
Ｖ
Ｒ
で
体
験

海
外
大
学
へ
の
留
学
を
目
指
す
学

生
を
対
象
と
し
た
Ｖ
Ｒ
を
使
っ
た
英

会
話
学
習
の
体
験
会
が
開
催
さ
れ
、

Ｖ
Ｒ
を
通
じ
て
非
日
常
体
験
を
楽
し

み
ま
し
た
。

Ｖ
Ｒ
と
は
３
６
０
度
の
３
Ｄ
空
間

を
提
供
で
き
る
革
新
的
な
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
で
す
。
ゴ
ー
グ
ル
型
の
デ
ィ
ス

プ
レ
ー
を
頭
に
装
着
す
る
と
周
囲
３

６
０
度
に
立
体
の
映
像
空
間
が
表
示

さ
れ
、
ユ
ー
ザ
ー
は
仮
想
世
界
を
リ

ア
ル
に
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

体
験
し
た
学
生
か
ら
は
「
自
分
自

身
の
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
ス
ピ
ー
ド
が
遅

い
こ
と
、
発
音
が
良
い
こ
と
を
Ａ
Ｉ

が
教
え
て
く
れ
た
。
Ａ
Ｉ
が
自
分
の

弱
点
や
強
み
を
指
摘
す
る
と
こ
ろ
が

素
晴
ら
し
い
」、「
人
前
で
話
す
よ
り

緊
張
感
が
な
く
て
楽
し
く
勉
強
で
き

た
」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

問
合
せ

企
画
調
整
課

☎
㉔
２
２
０
１

VRを体験する学生の様子
て
い
た
干
支
展

を
開
催
し
ま
す
。

絵
画
や
陶
芸
、

写
真
な
ど
ジ
ャ

ン
ル
の
垣
根
を

越
え
て
個
性
豊

か
に
表
現
さ
れ

た
作
品
の
数
々

を
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

※　設備工事休館　3月19日㈫まで

vol.245
～海の見える丘から～

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館

vol.327

浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…https://www.hamada-kodomo-art.com

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://www.u-shimane.ac.jp

有

料

広

告

広
告
募
集
中

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

29 広報はまだ：令和６年３月号 28広報はまだ：令和６年３月号
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図書館情報
開館時間 ３月の休館日

中央 ☎㉒0480  9:00～19:00 11日㈪･25日㈪
金城 ☎421823

 9:00～17:00 ４日㈪･11日㈪
18日㈪･25日㈪

旭 ☎451439
弥栄 ☎482258
三隅 ☎320338 10:00～19:00

（土日祝日は18:00まで）

転居・転出する図書館利用者登録者の皆さん
進学や転勤などにより転居、転出する場合は、

図書館にも住所や連絡先などの変更の届出をお願
いします。

「図書館のもよおし」は、はまだ情報カレンダー
裏面のくらしのサービスガイドをご覧ください。

「
子
ど
も
読
書
会
」

小
学
校
３
〜
６
年
生
を
対
象
に
市

内
４
会
場
に
お
い
て
月
１
回
「
子
ど

も
読
書
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

合
同
で
開
催
す
る
交
流
会
や
お
た
の

し
み
会
も
あ
り
ま
す
。

４
月
に
各
学
校
を
通
じ
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

お
は
な
し
の
へ
や
展
示

中
央
図
書
館
で
は
、
毎
月
そ
の
月

に
あ
っ
た
テ
ー
マ
を
決
め
て
絵
本
を

選
書
し
展
示
し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
が
作
製
し
て

く
だ
さ
っ
た
テ
ー
マ
に
あ
わ
せ
た
す

て
き
な
飾
り
も
一
緒
に
展
示
し
て
い

ま
す
。

お
子
さ
ん
と
ど
ん
な
本
を
読
も
う

か
な
と
迷
っ
た
と
き
に
、
ぜ
ひ
の
ぞ

い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

今
月
の
テ
ー
マ
は「
た
ま
ご
」で
す
。

交流会の様子

１月のテーマは
「たつ　お正月」でした

貸出ベスト10（令和６年１月期）
順位 タイトル 著者
1 あなたが誰かを殺した 東野　圭吾
2 椿ノ恋文 小川　糸
3 星を編む 凪良　ゆう
4 黄色い家 川上　未映子
５ しろがねの葉 千早　茜
６ 汝、星のごとく 凪良　ゆう
７ リカバリー・カバヒコ 青山　美智子
８ 商い同心 梶　よう子
９ ある閉ざされた雪の山荘で 東野　圭吾
10 オール・ノット 柚木　麻子

　「飲む点滴」「飲む美容液」と称される甘酒。発
酵食ブームの中、注目されている天然の栄養ドリ
ンクです。その歴史は古く、原型は「日本書記」
に登場するほど。
　“麹”を原料にした麹甘酒は、子どもも安心し
て飲めるスーパー飲料なのだそう。
　砂糖は入っていないのになぜ甘いのか、どんな
栄養素が含まれていて健康や美容によいのか、疑
問に感じたことはありませんか？
　甘酒探求家の著者が、その理由や魅力を紹介し
てくれます。体が整う甘酒ドリンクなど簡単レシ
ピも載っていて、意外なアレンジも知ることがで
きます。甘酒の奥深さがわかる１冊です。

藤井　寛／著　　山川出版社　　588.5フジ

司書がすすめるこの一冊

「甘酒のほん」
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図書館情報
開館時間 ３月の休館日

中央 ☎㉒0480  9:00～19:00 11日㈪･25日㈪
金城 ☎421823

 9:00～17:00 ４日㈪･11日㈪
18日㈪･25日㈪

旭 ☎451439
弥栄 ☎482258
三隅 ☎320338 10:00～19:00

（土日祝日は18:00まで）

転居・転出する際は
　　　　図書館利用者登録の変更も忘れずに

　進学や転勤などにより転居、転出する場合は、
図書館にも住所や連絡先などの変更の届出をお願
いします。

「図書館のもよおし」は、はまだ情報カレンダー
裏面のくらしのサービスガイドをご覧ください。

「
子
ど
も
読
書
会
」

小
学
校
３
〜
６
年
生
を
対
象
に
市

内
４
会
場
に
お
い
て
月
１
回
「
子
ど

も
読
書
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

合
同
で
開
催
す
る
交
流
会
や
お
た
の

し
み
会
も
あ
り
ま
す
。

４
月
に
各
学
校
を
通
じ
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

お
は
な
し
の
へ
や
展
示

中
央
図
書
館
で
は
、
毎
月
そ
の
月

に
あ
っ
た
テ
ー
マ
を
決
め
て
絵
本
を

選
書
し
展
示
し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
が
作
製
し
て

く
だ
さ
っ
た
テ
ー
マ
に
あ
わ
せ
た
す

て
き
な
飾
り
も
一
緒
に
展
示
し
て
い

ま
す
。

お
子
さ
ん
と
ど
ん
な
本
を
読
も
う

か
な
と
迷
っ
た
と
き
に
、
ぜ
ひ
の
ぞ

い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

今
月
の
テ
ー
マ
は「
た
ま
ご
」で
す
。

交流会の様子

１月のテーマは
「たつ　お正月」でした

貸出ベスト10（令和６年１月期）
順位 タイトル 著者
1 あなたが誰かを殺した 東野　圭吾
2 椿ノ恋文 小川　糸
3 星を編む 凪良　ゆう
4 黄色い家 川上　未映子
５ しろがねの葉 千早　茜
６ 汝、星のごとく 凪良　ゆう
７ リカバリー・カバヒコ 青山　美智子
８ 商い同心 梶　よう子
９ ある閉ざされた雪の山荘で 東野　圭吾
10 オール・ノット 柚木　麻子

　「飲む点滴」「飲む美容液」と称される甘酒。発
酵食ブームの中、注目されている天然の栄養ドリ
ンクです。その歴史は古く、原型は「日本書記」
に登場するほど。
　“麹”を原料にした麹甘酒は、子どもも安心し
て飲めるスーパー飲料なのだそう。
　砂糖は入っていないのになぜ甘いのか、どんな
栄養素が含まれていて健康や美容によいのか、疑
問に感じたことはありませんか？
　甘酒探求家の著者が、その理由や魅力を紹介し
てくれます。体が整う甘酒ドリンクなど簡単レシ
ピも載っていて、意外なアレンジも知ることがで
きます。甘酒の奥深さがわかる１冊です。

藤井　寛／著　　山川出版社　　588.5フジ

司書がすすめるこの一冊

「甘酒のほん」

世 帯 男 女 総 数
浜 田
金 城
旭

弥 栄
三 隅
合 計

人　口（１月末現在）
（単位：人）

市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの市長直行
便入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・まちづくりセンターなどに備付け）などをご利用ください。

今月の表紙

世 帯 男 女 総 数
浜 田 18,871 17,657 19,257 36,914
金 城 1,831 1,849 1,980 3,829
旭 1,256 1,233 1,211 2,444

弥 栄 620 524 569 1,093
三 隅 2,693 2,559 2,737 5,296
合 計 25,271 23,822 25,754 49,576

人　口（１月末現在）
（単位：人）

市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの市長直行
便入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・まちづくりセンターなどに備付け）などをご利用ください。

1
月
27
日
㈯
、
陸
上
３
０
０

０
ｍ
障
害
で
今
夏
の
パ
リ
五
輪

出
場
を
目
指
す
三
浦
龍
司
選
手

が
、
浜
田
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
教
室

に
参
加
し
ま
し
た
。
自
身
も

通
っ
た
こ
の
教
室
で
、
走
る
こ

と
の
楽
し
さ
や
、
こ
の
場
所
で
、

仲
間
と
と
も
に
走
る
こ
と
の
で

き
る
喜
び
を
知
っ
て
ほ
し
い
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

市長直行便（市政に関するご意見・ご提言）をお寄せください。市長直行便は、市ホームページの市長直行
便入力フォーム、又は専用はがき（本庁・支所・まちづくりセンターなどに備付け）などをご利用ください。

毎
月
１
日
発
行

編
集
・
発
行
　
浜
田
市
市
長
公
室

　
　
　
　
　
　
☎
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本
庁
　
〒
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根
県
浜
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市
殿
町
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表
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広
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各
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城
支
所
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☎
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弥
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支
所
　
☎
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三
隅
支
所
　
☎
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